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デ ー タベ ー ス は、 わ が 国の 情 報 化 の進 展 上 、 重 要 な役 割 を果 た す もの と

期 待 され て い る。 今 後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 に よ り、 わ が 国 にお い て 健 全

な高 度 情 報化 社 会 の 形 成 が期 待 され る。 さ らに 海 外 に 対 して 提 供 可 能 な デ

ー タベ ー ス の 整備 は、 国 際 的 な情 報 化 へ の 貢献 お よび 自 由な 情 報 流 通 の 確

保 の 観 点 か らも必 要 で あ る。現 在 わ が 国で 流通 して い るデ ー タベ ー ス の 中

で わ が 国独 自の もの は 約 半数 で あ るが、 わが 国 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス ひ い

て は バ ラ ンス あ る情 報 産業 の健 全 な発 展 を図 るた め に は 、今 後 もわ が 国独

自の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 お よび デー タベ ー ス 関連 技 術 の研 究 開発 を強 力 に

促 進 し、 デ ー タベ ー ス の拡 充 を図 る必 要 があ る。

この よ うな要 請 に応 え るた め、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター で は 日本

自転 車 振 興 会 か ら機 械 工業 振 興 資 金 の 交付 を受 けて 、 デ ー タ ベ ー ス の構 築

お よ び技 術 開 発 に つ い て民 間 企 業 、 団体 等 に対 して 委 託 事 業 を実 施 して い

る。 委 託 事 業 の 内容 は、 社 会 的 、 経 済 的、 国際 的 に重 要 で、 また地 域 お よ

び 産 業 の 発 展 の 促 進 に寄 与 す る と考 え られ てい るデ ー タベ ー ス の構 築 とデ
ー タベ ー ス 作 成 の 効 率 化 、 流 通 の促 進、 利 用 の 円滑 化 ・容 易 化 な どに 関係

した ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技術 であ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 って、 当財 団 に学 識 経 験 者 の 方 々で 構 成 され るデ ー タ

ベ ー ス構 築 ・技 術 開 発 促進 委 員 会(委 員長 東 海 大 学 教 授 上 條 史 彦 氏)

を設 置 して い る。

この 「デ ー タ ベー ス構 築促 進 及 び技 術 開発 に 関 す る報 告 書(要 旨)」 は、

平 成11年 度 の デ ー タベー ス の構 築 促 進 お よび技 術 開 発促 進 事 業 と して、

当財 団 が 民 間企 業 、 団 体等 に対 して委 託 実施 した課 題 に つ い て それ ぞれ の

成 果 の概 要 を と りま とめ た もの で あ る。 この成 果 が、 デ ー タベ ー ス に興 味

をお 持 ちの 方 々や 諸 分 野の 皆様 方の お 役 に立 て ば幸 い で あ る。

な お 、 平 成11年 度 デ ー タ ベ ー ス の構 築促 進 お よび 技術 開発 促 進 事 業 で

実施 した課 題 は 次 表 の とお りで あ る。

平成12年3月

財 団法 人 デー タベ ー ス振 興 セ ン ター
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2 ゲームソフ トにおける知的財産権管理流通ビジ
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1.認 定 サ ー ビス にお ける

デ ー タベー スの有効利用 に関す る調査 研 究

(株)シ ネ ジ ャー ナ ル プ ロダ ク シ ョン



ヤ



1.認 定サ ー ビスに おけるデ ータベ ースの有効 利用 に関する調査研 究

1.1概 要

1.1.1目 的

イ ンターネ ッ トの発展 に伴い、セキュ リテ ィ、並びに認証の必要性が問われている。

盗聴 ・改ざん ・な りすま し等は様 々な方法で対策 がとられてい る。 しか しそれ らはサー

バ やマシンな ど機器を認証するものであ り、それ らの上で動いてい るアプ リケーシ ョン

やさ らにそれ らを動か している人間や事業者について認証 している訳ではない。

オ ンラインショップなどを行う場合、SSL(SecureSocketLayer)等 の暗号 ・認証機

能 を使 って、サーバ認証の後、暗号化 してセキュアに通信 することは現時点で も可能で

ある。 しか し、実際商品 を購入 する場合、本当にその店が信用できるか、ク レジヅ トカ

ー ドを悪用されないか、商品が信用で きるものであるか、 また、個人情報を流用されな

いか等のユーザが不安 な要因が購入を促進 しない原因のひ とつ と考え られる。

対策 として、存在確認、信用情報や個人情報の取 り扱い等 について、オ フライ ンでオ

ンライ ンショップを運営する業者 を認定 し、 この業者 とインターネ ッ ト上のサーバ をど

のように結びつけ、実ユーザ と結びつける 「認証サー ビス」が考え られ る。

そこで、今回は最近特に利用 され始めて きている認定 マーク とその認証方法 について

データベースを使って効率的に行 う方法 について考察する。

1.1.2実 施 内容

現在認定 サー ビスを行 っている(財)日 本情報処理開発協会1と(社)日 本通信販売協会

(通販協)22つ の団体が行 ってい るそれぞれプライバシーマー ク3とオ ンライ ン ・トラス

ト ・マー ク(オ ンライ ンマー ク)の実証実験を元 に、 ウェブ上でのマー ク画像デー タを検

証対象 としたデータベースによる認定サー ビスの問題点 を洗い出 し、

(1)デ ータベースの形態

(2)検 証のな りすましの防御対策

(3)検 証機構 の提案

について検討を行 った。

1http:!/jipdec
.or.jp

2http:〃www
,jadma.org/

3http:〃www
,jipdec.or.jplsecurity/privacy!

1



1.2.検 討 結 果

1.2.1デ ータベ ースの形態

画像 表示用のプログラムを配布 し、そのプログラムで有効性検証をも行 うことが可能

であるが、

・マー ク画像の表示

・有効性検証

を同一のファイルで行 うには、有効性検証行為すべて を偽造され、な りす まされる危

惧があ る。そ こで、

・マーク画像データ

・検証 プログラム

を分離 させ、それぞれにな りす まし対策 を施 さなければな らない。マーク画像データ

は広 く伝播されるものであると考える と、

・マーク画像デー タ

・検証データベース

との間のクライア ン ト・サーバ間の分散データベースモデル と捉えることとなる。

また、異なる複数 の認証サー ビスや検証サーバの分散化を も考 える と、サーバ・サー

バ間の分散データベースモデル も含 まれることになる。

検証サーバA検 証サーバB

(1)使 用URL

(2)認 証 番 号

(3)認 証受 諾者 情報

(4)認 証サ ービス名

(5)認 証元

(6)認 証の 種 類

(9)有 効 ・無 効情 報

(1)使 用URL

(2)認 証番 号

(3)認 証受 諾 者情 報

(4)認 証サ ービス名

(5)認 証 元

(6)認 証 の種 類

(7)有 効 期 限

(8)コンタクト先
10証 先URL

(1)使 用URL

(2)認 証番 号

(3)認 証 受諾 者 情報

(4)認 証サ ー ビス名

(5)認 証 元

(6)認 証 の種 類

(9)有 効 ・無効 情 報

(1)使 用URL

(2)認 証番 号

(3)認 証 受諾 者 情報

(4)認 証サ ー ビス名

(5)認 証 元

(6)認 証 の種 類

(7)有 効 期 限

(8)コンタクト先
10検 証先URL

マークAマ ークB

'図
1--1分 散 デー タ ベー ス モデ ル
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1.2.2デ ータベ ースの更新

分散データベースでは必ず しも更新 ・変更作業が必要 となる。認証データが変更にな

った場合、マーク画像データの再発行が望 ま しい。サーバだけ管理す るデータは 「破棄

情報」だけサーバで行うことが望 ま しい。

サーバ・サーバ間は特にデータのや り取 りを必要 としない。必要であ る場合 は下記報

告書4を 参考に行 うのが望 ま しい。

1.2.3な りす ま しの防御対策

な りすま しを防 ぐには、以下のオブジェク トに対 して何か しら"第 三者的な"認 証が

必要 となる。

・認定 マー ク画 像デ ー タ

・検 証 プ ログ ラム

・検 証 デ ー タベ ー ス

公開鍵証明書機構 を用いて上記のオブジェク トすべての認証を行 うことを提案する。

Plug-in

URL検 証

図1-2第 三者認証付 きマーク検証

4複 数認証局間における認証デー タベースの有効利用 に関する調査研究(10 一開 一〇6)
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1.2.4検 証機構 の提案

画像 フォーマ ッ トに識別子情報 を盛 り込む以下の ようなフォーマ ッ トを提案 した。

<cacert>

ASN.1形 式 の認 証局 の公 開鍵 証 明書

</cacert>

<cert>

ASN.1形 式 の認 定事 業 者 の公 開鍵 証 明書

<!cert>

<sign>

ASN.1形 式 の 画像デ ー タ のバ イナ リ部 分 の署 名

<1sign>

と、 これ ら認証 情 報 を

http:〃a.b.cojplpic/mark.png#cacert

http:〃a.b.co.jp/pic/mark.png#cert

http:〃a,b.co.jp/pic/mark.png#sign

URI5と して取 り出せ るよ うに提 案 す る。

1.3今 後 の 課 題

今 まで検 討 して きた こ とは現在 の技術 で実 装 可能 で あ る。 しか し、 ユ ーザ親 和 性 を考

えた場合 、操 作 の容 易性 、 わか りや すさ、 汎用性 を考 える と

・な りす ま し防 止 の画像 フ ォー マ ヅ トの作 成

・画像 デー タ 内の 認証 デー タの取 り出す メ カニ ズ ム

・ブラ ウザへ のマ ー ク検 証機 能 の組 み込 み

が 必要 とな って くる。

5UniformResourceIdentifier
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2.ゲ ー ムソフ トにお ける

知 的財産権管理 流通 ビジネスに関す る調査研 究

京都 リサーチパー ク(株)





2.ゲ ーム ソフ トにおけ る知 的財産権管理流通 ビジネス に関す る調査 研

究

2.1ゲ ー ム ソフ トとコ ンテ ンツ流 通 ビジ ネス

2.1.1背 景

ゲームソフ トは、音楽 ・映像 ・コンピュー タプログラム等で構成される総合 コンテン

ツである。その制作 には多大な労力 と費用を要するのみな らず、個 々の開発者の著作権

を始め とする知的財産権 が複雑 に錯綜 している。ゲー ムソフ トの流通 ビジネスは、それ

がユーザに与 える視聴覚的効果か ら映画と同様に捉え られる側 面もあ るが、 この問題 に

関 しては配給ルール とルー トが確立 している映画産業 との対比の中でゲームソフ ト流通

をどうするか、 という問題が生 じている。

本報告書はゲームソフ トの権利 ビジネスの仕組み として北川善太郎教授が提唱する知

的財産権の取引市場モデルである 「コピーマー ト」理論をベースに、ゲームソフ トの特

有性 に対応 した ビジネスモデルの提案を行い、関連する諸問題 について法律 と技術 の両

側面か ら検討 を行 うものである。

2.1.2ゲ ーム ソフ ト流通 の現状

ゲームソフ トに関 しては明確な二次流通市場が存在 しているとはいがたい。平成10

年改訂版郵政省郵政研究所編 『徹底研究 メディアソフ ト』(1998年)に よる と、

ゲームソフ トの二次利用市場規模は、「家庭用ゲー ムに使用 されている音楽のCD、 テ

ー プの販売金額 」 と記 され、その算出方法 ・推定方法 についても 「当面考 えない」 とそ

の市場性の低 さを示 してい る。

2.2ゲ ームソフ トを対象 と した知的財産権管理流通 ビジネスモデル

著作権や特許 などの知的財産権が財産的価値を持つ ようになると、それ 自体が有体物

と同様 に取引の対象 となる。 しか しここで重要な問題は、ゲームソフ トの取引は有体物

も無体物 も含 まれている ということである。つま り、 メディアに組込 まれたゲーム ソフ

ト(例 えば、カー トリッジ、CD-ROM、DVD等)が 販売される場合、当該ゲーム

ソフ トは 『もの(有 体物)』 として取 引が され所有権が移転す る側面があるが、ゲー ム

ソフ トに係 る著作権等 の知的財産権(無 体物)ま で取引によって移転するわけではない。

そのため、ゲームソフ トの利用は知的財産権法の枠 内で制限をうけることになる。ゲー

ムソフ トの ビジネスモデルの重要 な機能はどのような知的財産権をどう管理 し取引させ

るかである。本報告書 では、これ らの諸問題 に対するソリュー ションとして4つ の ビジ

ネスモデルを提案する。
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2.2.1ゲ ーム コ ピーマ ー トの概 念

ゲームコピーマー トはコピーマー トのアプ リケーションの一つである。コピーマー ト

では、権利者により権利データが登録 され、かつ、ライセ ンス条件 が提示される。そこ

では大量の著作権データが登録 され著作物の取引がされるが、物理 的な建物が必要 とさ

れ る訳ではない。また、コピーマー トは、権利登録、利用 に対 する代金回収 ・権利者へ

の支払い、 コピーのオンライン配布等の機能 を備 えた仕組みである。ゲームコ ピーマー

トの3つ の部分モデル と全体モデル の4形 態がある。これ らはそれぞれ独立展開が可能

であ るが、複数が関連 した展開 もある。

2.2.2部 分モデ ル型 コ ピーマ ー ト

「カタログ型モデル」は名前の とお り権利者 と利用者の間 に存在 し、権利者やユーザ

がゲームソフ ト取引を行 う際 にポ一夕ル(入 口)と してアクセス し利用するモデルある。

カタログ型事業体が行 う情報 は基本的に次の2種 類がある。ゲームソ フ トに関する 「書

誌的情報」 とゲームソフ トの蓄積(ス トア)情 報である。それぞれが物理的に異なるカ

タログサイ トを必要 とする訳ではないが、実質的にはカタログ型事業体 の性質 による。

「権利処理型モデル」は、ゲー ムソフ ト利用のために必要な権利処理 を行 うビジネス

モデルである。現在、音楽や書籍や実演等 については権利処理(管 理)団 体 があるがゲ

ーム産業 においては存在 していない。権利処理はゲームソフ ト利用の際に必要であ り、

著作物が多種多様な形態で利用されればされ るほ ど重要 になって くるビジネスモデルで

あ る。

「コンテ ンツ提供型モデル」は、ゲームソフ トを物理的に提供できる者(社)が 行 う

ビジネスモデルである。 このモデルの事業体は、他 のモデル と同様 に権利者 と利用者の

間に存在 し、その機能 としてコ ンテ ンツの提供 を行 う。コピーマー トの 中のコピーマー

ケッ トを機能をベースに したモデルである。

2.2.3全 体モデ ル型 と しての コ ピーマ ー ト(コ ピーマー ト型 モデ ル)

コピーマー ト型モデルは、 コピーマー トを構成す る権利マーケ ヅ トとコピーマーケ ッ

トの2っ のデータベースを含む全体モデルある。つ ま り、権利者 と利 用者 との間に存在

しゲームソフ トの権利処理 を含む取引環境 を提供 するものであ る。全体 モデル として新

規に構築 を図 るものもあるが、また一方では部分モデルの要素を統合 したモデルもある。
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2.3ビ ジネスモデ ルにおけ る知的財産権研 究

2.3.1ゲ ーム ソフ トと知 的財産権

ここでは、ゲームソフ トを巡る知的財産問題 について、主 に著作権法 を中心 として検

討をおこなう。具体的には、著作物、著作権、著作者の順で、ゲームソフ トとのかかわ

りを分析 する。

ゲームソフ トは、 まずコンピュータプログラムの著作物 として認め られたが、それだ

けでは十分ではな く、その後の判例 は、 これを映画の著作物 と して認めた(東 京地判昭

和59年9月28日 〔パ ックマン事件〕)。もっとも、 このことはご く最近、 中古ゲーム

ソフ ト問題をめ ぐって判例上の動揺 がみ られる。 しか し、ひ とまずゲームソフ トは映画

の著作物 とみて よいであ ろう。 また、ゲー ムソフ トとい う著作物 には既存の著作物 が多

数融合 されていることが多 く、ゲー ムソフ トの流通にあたっては、その ような 「映画の

著作物において複製されているその著作物」をも考慮 しなければな らない。

そう した著作物のそれぞれについて、複製権、翻案権、放送権、公衆送信権等、上映

権、二次的著作物の利用に関する原著作者の権利、頒布権な どの著作権、および著作者

人格権がかかわ って くるこ とにある。

そう した著作権は、映画著作物 としてのゲームソフ トの著作権者 に帰属するほか、ゲ

ームソフ トに利用された諸 々の著作 物の著作権者にも帰属 している
。もちろん、契約あ

るいは職務著作制度な どによってそ うした著作権 が特定の主体に集中されている場合 も

少な くないであ ろう。

2.3.2ゲ ーム ソフ トの権利処 理

このように、ゲームソフ トを流通 させるにあたっては、著作権 を中心 とする権利処理

をおこなわなければな らないことになる。本節では、全体モデル としてのゲームコ ピー

マー トを構築するにあたって必要 となる権利処理 について著作権 ・著作者人格権 を対象

に して検 討する。

ゲー ムコ ピーマー トにおいては、 コンテ ンツであるゲームソフ トをサーバ に蓄積 し、

これを利用者である公衆に よって利用可能な状態 にす る行為は、複製お よび公衆送信 に

該当す る。 したがって、そ うした権利について権利処理 を行 う必要があ る。 また、著作

者人格権 を侵害 しない ように留意 する必要 もある。

この ように、ゲームコピーマー トをおこなうにあたっては、 しか し、多数の主体が有

する多数 の権利 すべて について権利処理 をお こなうことが必要 となるのであ る。これは、

ゲームソフ トとい うコンテ ンツが多数の既存の著作物によって構成 されていることにも

とつ く宿命であ る。

もっ とも、ゲームソフ トを最初 に制作する段階で、ゲームコピーマー トをふ くめたネ

ッ トワー ク配信 についてまで契約 によって権利処理がなされている場合 は問題がない。
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しか し、当初 の契約 においては製 品としてのゲームソフ トの製造 ・販売 のみが対象 とさ

れているような場合、その後、当該ゲー ムソフ トをゲームコピーマー トに登録 するため

には、あらためて権利処理 が必要 となる。 しかも、そのゲームソフ トに利用 されている

個別の原著作物の原著作権者 とも権利処理 をおこなう必要があるのである。

これは、コピーマー トにおける多数権利者問題 として、 コピーマー ト全体 におけるひ

とつの重要な課題である。 この問題 に対 して、北川善太郎教授 は 「二段階処理方式」 と

よばれ る解決策を提示され る。 これは、まず多数権利者をひ とまず一名 として登録 して

おき、後に多数の権利者へ分配 をお こな うサ ブシステ ムを準備 するというものであ る。

2.3.3契 約形態

ここまでに述べてきたよ うな知的財産権 の権利処理 は、すぺて契約を介 して行われる。

そこで、各部分 ビジネスで必要 とされている権利処理を想定 しつつ、参加す るプレーヤ

ー間の契約関係 について分析する。

(1)部 分ビジネスのシステム契約性

ゲームに関するオンライン流通 システムができれば、そこでの契約 には システム

契約 としての側面が含 まれて くる。システム契約にはいまだ法的に未解 明の部分 も

多いが、いわゆる従来の意思理論 を基軸 とする私法秩序だけでは説明で きないもの

であることはあきらか とされている。

(2)各 部分 ビジネスの契約形態

カタログ型事業体では、権利者 ・事業体間での登録時の契約において、権利者 が

登録するカタログ情報 の利用用途な どの条項が含 まれる。これは一種 の情報提供契

約的な側面を有 しうる。また、利用者 ・事業者間の契約では、同 じくカタログ情報

の利用条項 として、サー ビス 目的以外への転用禁止条項な どが考え られる。

全体的な契約関係 を見た場合、 カタログ情報の内容の暇疵責任 の所在 が論点 とし

て考 え られるが、通常は権利者 ・事業体間における登録時の契約の中で明示的に定

め られることにな ろう。

権利処理型事業体 では、権利者 ・事業体間の契約 において、権利者が権利処理型

事業体 に処理を任せる知的財産権 ライセ ンスの内容が提示されなければな らない。

しか しその内容は、権利処理事業体 がどのようなスタイルで ビジネスを展開するの

か、換言すれば利用者に対するライセンスにどこまで積極 的に関与するのかによっ

て、若干内容が変わ って くることになる。

コンテンツ提供型事業体では、登録時の権利者 ・事業体間の契約 において登録 情

報や登録 コンテ ンツの取 り扱いに関する条項、また場合 によっては定型的な利用条

件に対する権利者の許諾条項が含 まれることになる。
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コピーマー ト型事業体では、事業体は自ら知的財産権 を取 り扱わないために、登

録権利者が 自ら権利 を保有 していることの保障条項 などが組み込 まれ ることになる。

2.3.4プ レーヤ ーに関す る法的諸問題

(1)プ レーヤーの法 的位置付け

ここでは、 これ までに検討 した部分モデル ごとに、関連するプレーヤーの法的位

置付けを検討 してい く。

カタログ型の ビジネスでは、事業体 は単 に情報提供 者的な役割を持つにす ぎない。

これがコ ピーマー トの部分モデル として認め られるためには、イ ンターフェイスな

ど何 らかの工夫 をする必要がある。

権利処理型のビジネスでは、事業体の法的位置付 けは ビジネスの展 開方法によっ

て異なって くる。事業体 が利用者 とのライセ ンスに積極的に関与するのであれば、

その役割は権利管理事業体 としての機能を持 って くる。そ うでない場合 は、コピー

マー ト主宰者的な機能 をもつことになる。

コ ンテンヅ提供型のビジネスでは、事業体の法的位置付けは、知的財産権の取 り

扱いいかんで変わ って くる。これがコピーマー トの部分 ビジネス として認め られ る

ためには、定型的な形で簡易の権利処理をおこなう必要があ る。このような事業体

は、 コピーマー トパ ブ リッシャー的な機能 を有すると考え られる。

コピーマー ト型の ビジネスでは、事業体が どのようなスタンスで著作権マーケ ッ

トとコピーマーケ ッ トを運営するかによって、法的位 置付 けは異なって くる。事業

体 が単な る 「場」の提供 を超えて、利用者に対するライセンスに積極的 に関与す る

場合、 この事業体 は権利管理事業体 的な機 能を持つ ことにな る。そ うで な く、単な

る 「場」の提供 に徹するようなものの場合、その機 能はまさにコピーマー ト主宰者

に該 当する。

コピーマー トに関連する ビジネスでは、カタログ型、権利処理型、 コンテ ンツ提

供型、コ ピーマー ト型が基本的な部分 ビジネスであ り、著作権 マーケ ッ トやコピー

マーケ ッ トを立ち上げて展開するものはこれ らが主であるが、それ らをサポー トす

るような形での事業 も十分 ビジネス として展開 してい く余地がある。権利者か ら権

利 を預か り、権利者 としてのライセンスを積極的に代行 してい く権利管理事業体 、

随所 でば らば らに展開 してい く部分 ビジネス相互のインターフェイス を図 り、ゲー

ムコ ピーマー トの標準化 を進めてい くインターフェイス/コ ーデ ィネー ト事業体、

当事者の認証や課金 などを行 う認証/課 金事業体、 出版社のようにゲームの販売 ・

流通 を ビジネス と して取 り扱うコピーマー トパブ リッシャー型事業体 な どである。
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2.3.5コ ピーマ ー トコ ー ドと ビ ジ ネス

コピー マー トコー ドとは 、 コ ピー マー トの 重要 な機 能 の一 部 を支 え る重 要 な コ ンセ プ

トで あ るが、 以下 では コ ピーマ ー トとコ ピー マー トコー ドの 関係 、 そ してゲ ー ム コ ピー

マー トで の応 用 につい て検 討 す る。

(1)ア イデンテ ィファイアー としてのコピーマー トコー ド

コピーマー トコー ドの機能の一つは、あ らゆ る事象を特定 し、体系的に整理する

ということである。この機 能は、「共通 コー ド」 と 「参照コー ド」 とい う二種類 の

コー ドによって実現されてい る。またコピーマー トコー ドは、開かれた体系を有 し

てお り、永遠 に展開を続ける流動的な性質 を有 している。 さらには、コ ピーマー ト

コー ドでは、既存のさまざまなナ ンバ リングシステムを、そのまま崩す ことな く包

み込 んで展開することがで きる。

コピーマー トコー ドのもう一つの機能 として、知的財産権や利用条件な どに関す

るさまざまな情報を記述 するとい う点がある。コピーマー トの うち著作権 マーケ ッ

トは、 まさにそういった情報の中枢 とな るデータベースだか らである。 こうした、

ゲームな どのデータその ものではな くゲームに関す るデータといった ものを 「メタ

データ」 と呼ぶが、近時では流通の複雑化 とともに、こうしたメタデータの重要性

が高 まってきている。 メタデータをうま く利用すれば、 これまでに蓄積 されて きた

デー タベースのデータをそのまま将来 に向けて活用 してい くこともで きることから、

メタデータへの関心は世界的に高まって きている。 コピーマー トコー ドは、 このよ

うにナ ンバ リング とメタデー タ、そ して権利記述 とい う3つ の側面か らコピーマー

トのコンテ ンツ流通を支 える概念である。

(2)権 利管理団体 との関係

ここでは、コピーマー トを権利管理 団体 との関係で位置づ ける。本年1月 、著作

権審議会 「権利 の集中管理小委員会」(主 査 ・紋谷 暢男成践大学教授)は 最終 報告

書 を公表 し、現行仲介業務法の改正がすすめ られることになった。 この報告書 によ

ると、権利管理団体の業務開始については、現在の許可制か ら登録制にあ らため ら

れる。 また、著作権使用料 も認可制か ら届 出制にあ らため られる。さ らに、分野 に

よる区別を廃止 し、一任型の権利管理団体のみを規制の対象 とするとい うものであ

る。

この 「一任型」 とは、権利者が管理 団体 に権利行使 を一任 し、当該 団体が著作物

の利用について許諾す るかどうか、使用料等の許諾条件 をどうするかを決定 する形

態の権利管理をいう。

それでは、コ ピーマー トはどのように位置づけ られ るのであろうか。上記報告書

が対象 としてい るのは、著作権等 の委託事業である。 これ に対 して、 コピーマー ト
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においては権利の委託がない。すなわち、 コピーマー トに登録する権利者はその権

利 を委託 してい るわけではな く、あ くまでコピーマー トという取引の場 を利用 して

利用者 と直接の契約を締結 しているのである。 したがって、コ ピーマー トは一任型

で も非一任型で もな く、上記報告書が提言す る規制の対象 となる権利管理団体 には

該当 しないことになる。

2.4ビ ジネスモ デルにおけるシステム化研究

各部分モデル及 びゲームコピーマー ト型モデルを実装する場合を想定 し、各モデルの

システムが持つべ き機 能及びその構成を明 らかにすると共に、部分 システムでカバーで

きない要 求を処理 するための他の部分システム とのイ ンタフェースについて明 らかに し

た。

ここで、設計を したシステムは、カタログ型システム、権利処理型システム、 コンテ

ンヅ流通型 システ ム、コピーマー ト型 システムであるが、コンテンツ流通型システムは

更に、

・権利処理済みコ ンテンツを扱 うコ ンテ ンヅ提供型システ ム

・必要に応 じてコ ンテ ンツの権利処理 を行 うコンテ ンツ提供型システム

に分けて考察 した。また、 コピーマー トモデル全体の機能 を持つコ ピーマー ト型システ

ムの実装 に関 しては、 コピーマー トモデル をゲームコピーマー トに適用 した場合のシス

テムを一気に構築する全体 コピーマー ト型 システムと、既 に存在する部分 システム(カ

タログ型 システム、権利処理型 システム、コンテ ンツ流通型システム)と のインタフェ

ース機能 を持 ち、全体 を一つのコ ピーマー トシステムに見せかけ る統合コピーマー ト型

システムの考察を行った。

2.5今 後の課題

2.5.1ゲ ーム コ ピーマー トの課題

ゲームコ ピーマー トの事業化にあた り今後の課題を整理すると、ゲームソフ ト業界の

特有性 に より、現段階でスタンダー ドなビジネスが展開する とは思 えない。む しろ、多

様性 を取 り込んだ ビジネス展開が部分的に進展 してゆ くもの と推測 される し、その方が

効率的かつ現実 的だといえよう。 しか し、多 くの異なるビジネスモデルが個々に存在 し

ていたのでは、 ゲームソフ トの流通市場が形成されに くい。そ こで、多様性 を保 ちなが

ら共通部分 を構築 する仕組 みを考案 しなければな らない。個々のビジネスの展開の中で、

コピーマー トの基本要素 としての権利マーケ ッ トとコピーマーケ ッ トを、 どのようにイ

ンフラとして構築 するかということが大項 目としての課題 になる。ゲームコピーマー ト

は、ゲー ムソフ トに係 る知的財産権 の保護 とソフ トの流通を促進す るこ とを目的 と して
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いる。ゲームコピーマー トの基盤的要素の研究は次の3つ の分野にわた る。

①法律分野

②技術分野

③ ビジネス分野

本報告書では、主に①法律分野 と②技術分野について整理 と検討 を行 っている。法律

分野では、コ ピーマー トコー ド、知的財産権 の登録、利用条件、権利処理 とライセ ンス、

契約形態等について、技術分野では、権利情報等の記述方法、 コピーマー トコー ドの実

装、権利マーケ ッ トとコピーマーケ ッ トのデータベースシステム等 について、 また、 ビ

ジネス分野では、ゲームソフトの価格構成、配分 システム等について よ り具体的 レベル

での研究 と開発が必要である。現在 コピー マー トに関 しては、(財)比 較法研究セ ンタ

ー
、(財)国 際高等研究所、 コピーマー ト名城研究所、(財)京 都高度技術研究所等が中

心になって上記の研究 と開発を推進 してお り、そこで行われているプロジェク トの成果

を期待 したい。

2.5.2ゲ ーム コピーマ ー トに よる効果

(1)ゲ ームソフ トに係 る権利意識の向上

ゲー ムソフ トは様々な権利が錯綜するコンテ ンヅであるがその流通 と利 用に関 し

て働 く主な権利は著作権である。ゲームコピーマー トでは権利者がよ り自由かつ フ

レキシブルに利 用条件 を設定する ことがで きる。知的創作物 は 「もの(有 体物)」

とは異なることを理解 し、その利用は権利者が基本的に決め る権利があること、 ま

た利用者も権利 を遵守することで双方の権利意識 が高まることを期待 したい。

(2)ゲ ーム業界でのインフラとしてのコピーマー ト

権利者の許諾 があればその利用範囲は大 きく拡大することにもなる し、反対に許

諾 が無ければ著作権法の権利制限の範 囲に止 まることにな る。ゲームソフ トと利用

条件 が一体化 して流通するゲームコピーマー トでは、利用者は当該 ゲームソフ トの

利用可能な範囲を確認することが可能であ る し、必要な ら権利者 と交渉するこ とも

で きるため、人材育成や学校内での利用、素材 としての利用、他メデ ィア等 での利

用がスムーズにかつ迅速 に行われるようにな ろう。

(3)海 外や他 のシステム とのイ ンターオペ ラビリテ ィ

最後に、ゲー ムコ ピーマー トでは海外 とのイ ンターオペラビ リテ ィが計れ ること

でグローバルなゲームソフ ト市場が生 まれる。従前の独 自に存在 していたゲーム市

場がゲームコピーマー トの仕様 によって他 の異な るシステム との接続が可能 となる。

コピーマー トは権利者 と利用者 との合意の上で取引がなされるため ビジネス地域は

内外 を問わず、グローバルな展 開が期待で きる。
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3.地 形 デ ー タ を効 率 よ くデ ー タ ベ ー ス 化 す る技 術

開 発

(株)セ タ



亀



3.地 形 デ ー タ を 効 率 よ くデ ー タ ベ ー ス 化 す る 技 術 開 発

3.1概 要

3.1.1背 景

近 年 の コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 関 連 の 技 術 進 歩 に よ り、 物 体 の 立 体 的 な 表 示

が 容 易 に 行 え る よ う に な りつ つ あ る 。 立 体 表 示 技 術 の 適 用 が 期 待 さ れ る 分 野 の ひ と

つ に地 形 情 報 が 考 え られ る 。 従 来 地 形 情 報 は 平 面 地 図 に よ っ て 表 現 さ れ て い る が 、

立 体 表 示 技 術 を 適 用 す る こ と で 、 標 高 を 同 時 に 表 現 す る こ と が で き る 。

コ ン ピ ュ ー タ で 何 ら か の 情 報 を 処 理 す る た め に は 、 コ ン ピ ュ ー タ 内 部 で どの よ う

に 情 報 を 表 現 す る か が 問 題 に な る。 こ の コ ン ピ ュ ー タ 内 部 で の 情 報 の 表 現 方 法 を デ

ー タ 構 造 と呼 ぶ 。 互 い に 異 な る デ ー タ 構 造 で は 、 同 じ情 報 を 表 現 して も、 必 要 と な

る メ モ リ容 量 や 処 理 時 間 に 大 きな 差 が 生 じる こ と が あ る 。

立 体 地 形 情 報 を 表 現 す る デ ー タ 構 造 に は メ ッ シ ュ 形 式 と ポ リ ゴ ン形 式 が 知 ら れ て

い る 。 以 下 に 両 デ ー タ 構 造 の 概 要 と特 徴 を ま とめ る 。

図3-1-1:メ ッ シ ュ 形 式 図3-1-2:ポ リ ゴ ン 形 式

(1)メ ッ シ ュ 形 式

立 体 地 形 情 報 を 表 現 す る 一 般 的 な デ ー タ形 式 。

地 形 を 縦 横 の 等 間 隔 の 境 界 線(グ リ ッ ド)で 小 さ な 升 目(セ ル)に 分 割 し、 各 セ

ル の 代 表 点 の 高 度 や 植 生 を 記 録 す る 。 領 域 を 網 目(メ ッ シ ュ)の よ う に 分 割 す る

こ とか ら メ ッ シ ュ形 式 と 呼 ば れ る(図3・1・1)。

●長 所

単 純 な 構 造 で あ る た め デ ー タ の 意 味 が 分 か り や す く プ ロ グ ラ ミ ン グ が 簡 単

に な る 。

●短 所

セ ル に 対 して 情 報 を格 納 す る た め セ ル よ りも 細 か い 構 造 を 表 現 で き な い 。
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行 政 区 境 界 の よ う に 本 質 的 に 線 状 の 情 報 や 、 河 川 や 道 路 の よ う に 縮 尺 に よ っ て は

線 と して 表 現 す る こ と が 適 切 な 情 報 の 表 現 が 困 難 。

適 切 な 表 現 精 度 を 持 っ た セ ル の 大 き さ の 決 定 が 困 難 。

例 え ば 単 純 な 形 状 の 海 岸 線 と複 雑 な 形 の 池 が 近 接 す る 場 合 で は 、 海 岸 線 に合 わ せ

て セ ル の 大 き さ を 決 め る と池 の 表 現 精 度 が 確 保 で き な くな り、 池 に 合 わ せ て セ ル の

大 き さ を決 め る と海 岸 線 で は 必 要 以 上 に セ ル が 小 さ くデ ー タ 容 量 が 大 き くな る 。

(2)ポ リゴ ン形 式

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 分 野 で 立 体 を 表 現 す る 一 般 的 な デ ー タ 構 造 。

物 体 の 表 面 を 多 角 形(ポ リ ゴ ン)で 近 似 して 表 現 す る(図3・1・2)。

●長 所

・自 由 度 が 高 い た め 表 現 力 が 高 く、 異 な る表 現 精 度 の も の を 同 時 に 扱 う こ

と が で き る 。

・多 角 形 の 縁 に 情 報 を 持 た せ る こ と で 、 線 状 の 構 造 も 正 確 に 表 現 す る こ と

が で き る 。

・最 近 の 表 示 用 ハ ー ドウ ェ ア に は ポ リ ゴ ン を 高 速 に 描 画 す る 機 能 が 備 わ っ

て い る 場 合 が 多 く、 安 価 に 高 品 位 の 表 示 を 行 う こ と が で き る 。

●短 所

デ ー タ 構 造 と して は 複 雑 な の で 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ や デ ー タ 作 成 が 比 較 的 困

難 。

両 デ ー タ 構 造 の 特 徴 を 比 較 す る と、 従 来 一 般 的 に 使 用 さ れ て き た メ ッ シ ュ 形 式 よ

り もポ リゴ ン形 式 の ほ う が 立 体 地 形 情 報 の デ ー タ構 造 と して 望 ま しい と考 え られ る 。

一 方
、 地 形 情 報 を 効 率 よ くポ リ ゴ ン形 式 に 変 換 す る 確 立 さ れ た 方 法 は 広 く知 られ

て い な い た め 、 現 状 で は 多 量 の 地 形 情 報 を ポ リゴ ン 形 式 に 変 換 し活 用 す る こ と は 困

難 で あ る 。 ポ リ ゴ ン形 式 の 活 用 に は 、 効 率 的 な デ ー タ 作 成 方 法 の 確 立 が 望 ま れ る 。

3.1.2目 的

本 開 発 は 以 下 を 目的 に 実 施 した 。

① 立 体 地 形 情 報 の ポ リ ゴ ン形 式 に よ る 表 現 を 広 く利 用 可 能 に す る た め に 、 地 形 図

に 記 載 さ れ た 地 形 情 報 を ポ リ ゴ ン形 式 に 効 率 よ く変 換 す る た め の 基 礎 技 術 を 開

発 す る 。

② 立 体 地 形 情 報 の ポ リゴ ン形 式 に よ る 表 現 と 、 従 来 の メ ヅ シ ュ 形 式 に よ る 表 現 と

の 表 現 能 力 、 必 要 メ モ リ容 量 の 比 較 検 討 を 行 い 、 ポ リ ゴ ン形 式 の 利 点 を検 証 す

る 。
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3.2開 発 方 針

こ の 節 で は 、 地 形 図 に 記 載 さ れ た 地 形 情 報 の ポ リ ゴ ン 形 式 へ の 変 換 の 方 針 を 検 討

す る 。

地 形 情 報 は 、 平 面 情 報 と標 高 情 報 の 大 き く二 つ に 分 け て 考 え る こ と が で き る 。 そ

れ ぞ れ の 特 徴 を 以 下 に ま と め る。

(1)平 面 情 報

・従 来 の 画 像 デ ー タ 化 に 関 す る 様 々 な 技 術 を 適 用 す る こ と が で き る た め 、

デ ー タ 化 は 比 較 的 容 易 で あ る 。

・地 形 デ ー タ の 作 成 用 途 に よ っ て 記 載 す る べ き 内 容 が 変 化 す る た め 、 用 途

に 応 じて 独 自 に 作 成 す る 必 要 が あ る 。

(2)標 高 情 報

・地 形 図 か ら デ ー タ 化 す る た め の 広 く知 られ た 方 法 は な く
、 デ ー タ 化 は 比

較 的 困 難 で あ る 。

・地 形 デ ー タ の 作 成 用 途 に よ らな い た め 、 対 象 領 域 が 一 定 で あ れ ば 同 一 デ

ー タ を利 用 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 一 般 的 に 利 用 可 能 な ラ イ ブ ラ

リを 用 意 して お け ば 、 多 くの 場 合 は 独 自 に 作 成 す る 必 要 は な くな る 。

＼

こ れ ら の 特 徴 か ら、 平 面 情 報 と標 高 情 報 を 地 形 図 か ら 分 離 して 入 力 し、 そ れ ぞ れ

を独 自 に デ ー タ 化 し、 最 終 的 に合 成 す る 手 法 が 効 果 的 で あ る と 考 え られ る 。

地 形 情 報 を 平 面 と標 高 情 報 に 分 離 す る手 法 が 効 果 的 で あ る た め に は 、 標 高 デ ー タ

の 入 手 が 容 易 で な くて は な らな い 。

一 般 的 な 用 途 に は
、 国 土 地 理 院 が 発 行 す る 数 値 地 図 が 利 用 で き る 。 しか し、 よ り

細 か い 精 度 の 標 高 デ ー タ が 必 要 な 場 合 な ど に は 独 自 に 標 高 デ ー タ を 作 成 す る効 果 的

な 手 段 が 必 要 に な る と 思 わ れ る。

地 形 図 に お け る 最 も 一 般 的 な標 高 情 報 の 表 現 は 等 高 線 表 記 で あ る と考 え られ る の

で 、 等 高 線 情 報 か ら標 高 デ ー タ の 生 成 方 法 を 開 発 す る こ とで 、 独 自 の 標 高 デ ー タ 作

成 が 効 率 的 に 行 え る よ う に な る と考 え る 。

開 発 の 目 的 は 基 礎 技 術 の 開 発 で あ る た め 、 作 成 対 象 は ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ

ム で は な く、 一 般 に 利 用 可 能 な ラ イ ブ ラ リプ ロ グ ラ ム と す る 。

本 開 発 の 開 発 方 針 を 以 下 に ま とめ る 。

・立 体 地 形 デ ー タ の 作 成 方 針 と して 、 平 面 情 報 と標 高 情 報 を 地 形 図 か ら分 離 し

て 入 力 し、そ れ ぞ れ を独 自 に デ ー タ化 し、最 終 的 に 合 成 す る手 法 を採 用 す る 。

・一 般 的 用 途 の 標 高 デ ー タ と して は 、 国 土 地 理 院 発 行 の 数 値 地 図 の 使 用 を 想 定

す る 。

・数 値 地 図 で は 標 高 デ ー タ と して 不 十 分 な 場 合 に 対 応 す る た め に、 等 高 線 デ ー

タ か ら標 高 デ ー タ を作 成 す る 手 法 を 開 発 す る 。
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3.3ラ イ ブ ラ リ使 用 方 法

3.3.1等 高 線 → 等 高 線 ポ リ ゴ ン

こ の 節 で は 、 等 高 線 デ ー タ か ら 等 高 線 ポ リゴ ン を 生 成 す る ラ イ ブ ラ リ プ ロ グ ラ ム

の 使 用 方 法 を 示 す 。

(1)等 高 線 デ ー タ の 入 力 方 法

ポ リゴ ン 化 す る 等 高 線 の 範 囲 を 決 定 す る た め に 、 等 高 線 図 面 上 に 閉 曲 線 を 設 定 す

る 。 こ の 閉 曲 線 をBと 呼 ぶ 。

Bの 向 きは 、 進 行 方 向 右 側 が ポ リゴ ン化 対 象 範 囲 に な る よ う に 決 め る 。

B内 部 の 等 高 線 の 向 き は 、 進 行 方 向 右 側 の 標 高 が 高 くな る よ う に決 め る。

BとB内 部 の 等 高 線 を折 れ 線 化 す る 。 つ ま り各 曲 線 上 の 適 当 な 位 置 に 頂 点 を 作 成

し、 頂 点 同 士 を結 ぶ 線 分 に よ っ て 曲 線 を 近 似 す る 。 生 成 さ れ る折 れ 線 は 以 下 の 条 件

を 満 た さ な くて は な らな い 。

・す べ て の 線 分 は 、 端 点 を 除 い て 他 の 線 分 と 交 差 して は な らな い 。

・Bと 等 高 線 の 交 点 は 、 単 一 の 頂 点 で な くて は な ら な い(等 高 線 同 士 は 交 差 し

な い)。

(2)等 高 線 ポ リゴ ン の 出 力 方 法

以 下 の 特 徴 を 持 っ た 等 高 線 ポ リゴ ン が 出 力 さ れ る 。

・辺 を互 い に 共 有 す る 三 角 形 ポ リゴ ン

・閉 折 れ 線B内 部 の 任 意 の 点 に 対 応 す る三 角 形 は 必 ず ひ とつ に 決 ま る(穴 は 空

い て い な い 、 重 な る ポ リゴ ン は 存 在 しな い)。

・等 高 線 を構 成 す る す べ て の 線 分 に 対 応 す る 辺 が 存 在 す る 。 辺 の 標 高 は 対 応 す

る等 高 線 辺 の 標 高 に 等 しい 。

(3)出 力 例

図3・3・1に 示 し た 等 高 線 デ ー タ を ポ リ ゴ ン 化 し た 等 高 線 ポ リ ゴ ン を 、 図3-3・2に

示 す 。

図3-3-1:ポ リ ゴ ン 化 す る 等 高 線 デ ー タ 図3-3-2:生 成 さ れ た 等 高 線 ポ リ ゴ ン
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3.3.2植 生 ポ リ ゴ ン+等 高 線 ポ リ ゴ ン → 地 形 ポ リ ゴ ン

こ の 節 で は 、 標 高 デ ー タ で あ る 等 高 線 ポ リゴ ン と、 平 面 地 形 デ ー タ で あ る 植 生 ポ

リゴ ン を合 成 す る ラ イ ブ ラ リ プ ロ グ ラ ム の使 用 方 法 を 示 す 。

(1)植 生 ポ リゴ ン の 入 力 方 法

ポ リゴ ン化 す る 植 生 図 面 の 範 囲 を 決 定 す る た め に 、 植 生 図 面 上 に 閉 曲 線 を 設 定 す

る 。

地 形 図 の 対 象 領 域 内 で 使 用 さ れ て い る 植 生 を す べ て リス トア ッ プ し、 す べ て の 植

生 に 互 い に 異 な る非 負 の 整 数 値 を 割 り当 て て お く。 こ の 整 数 値 を 「属 性 」 と 呼 ぶ 。

地 形 図 上 の 属 性 の 境 界 に 線 を ひ く。 植 生 境 界 線 は 他 の 境 界 線 に 接 続 す る ま で 延 長

して お く。

境 界 線 を 折 れ 線 化 す る 。 つ ま り各 曲 線 上 の 適 当 な 位 置 に 頂 点 を作 成 し、 頂 点 同 士

を 結 ぶ 線 分 に よ っ て 曲 線 を 近 似 す る 。 生 成 さ れ る 折 れ 線 は 以 下 の 条 件 を 満 た さ な く

て は な ら な い 。

・すべ て の 線 分 は 、 端 点 を 除 い て 他 の 線 分 と交 差 して は な らな い 。

・各 境 界 線 の 接 続 点 は 、 単 一 の 頂 点 で な くて は な らな い 。

境 界 線 で 区 切 られ た 領 域 を 「面 分 」 と呼 ぶ 。 面 分 を 構 成 す る境 界 線 を 「ル ー プ 」

と呼 ぶ 。 ル ー プ の 向 き は 、 進 行 方 向 右 側 が 面 分 に な る よ う に 決 め る 。 面 分 に 含 ま れ

る ル ー プ の 数 は 、 面 分 に 空 い た 穴 の 数 ・1に な る 。

(2)等 高 線 ポ リゴ ン の 入 力 方 法

以 下 の 条 件 を 満 た す 三 角 形 ポ リ ゴ ン メ ッ シ ュ を 等 高 線 ポ リゴ ン と して 入 力 す る 。

・辺 を 互 い に 共 有 す る 三 角 形 ポ リゴ ン

・植 生 ポ リ ゴ ン が 存 在 す る任 意 の 点 に 対 応 す る 三 角 形 は 必 ず ひ とつ に 決 ま る(穴

は 空 い て い な い 、 重 な る ポ リゴ ン は 存 在 しな い)。

図3-3・3に 正 しい 等 高 線 ポ リゴ ン例 を 、 図3・3・4に 不 正 な 等 高 線 ポ リ ゴ ン 例 を 示

す 。

図3-3-3:正 しい 等 高 線 ポ リ ゴ ン 例 図3-3-4:不 正 な 等 高 線 ポ リ ゴ ン 例

等 高 線 デ ー タ か ら等 高 線 ポ リゴ ン デ ー タ を 生 成 す る ラ イ ブ ラ リ プ ロ グ ラ ム の 出 力

は 上 の 条 件 を 満 た す た め 、 そ の ま ま 入 力 値 と して 利 用 す る こ とが で き る 。
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(3)地 形 ポ リゴ ンの 出 力 形 式

以 下 の 特 徴 を 持 っ た 地 形 ポ リ ゴ ン が 出 力 さ れ る 。

・辺 を 互 い に 共 有 す る三 角 形 ポ リ ゴ ン

・植 生 ポ リ ゴ ン が 存 在 す る 任 意 の 点 に 対 応 す る 三 角 形 ポ リ ゴ ン は 必 ず ひ と つ に

決 ま る(穴 は 空 い て い な い 、 重 な る ポ リ ゴ ン は 存 在 しな い)。

・三 角 形 ポ リゴ ンの 属 性 は 、 対 応 す る植 生 ポ リゴ ン の 属 性 に 等 しい 。

・三 角 形 ポ リゴ ン の 標 高 は 、 対 応 す る 等 高 線 ポ リ ゴ ン の 標 高 に 指 定 誤 差 範 囲 内

で 等 しい 。

(4)出 力 例

図3-3・5に 示 した 植 生 デ ー タ と 、 図3・3・2に 示 し た 等 高 線 ポ リ ゴ ン を 合 成 し た 地

形 ポ リ ゴ ン を 、 図3-3-6に 示 す 。

鰯
グ

絃i;liiiii…

藷iiiiii!!l…;ili:、:il麟繊"∴.

図3-3-5:植 生 ポ リ ゴ ン 図3-3-6:合 成 さ れ た 地 形 ポ リ ゴ ン
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3.3.3植 生 ポ リ ゴ ン+標 高 メ ッ シ ュ→ 地 形 ポ リ ゴ ン

(1)植 生 ポ リゴ ン の 入 力 方 法

等 高 線 ポ リゴ ン 合 成 と 同 様 の 方 法 で 、 植 生 ポ リ ゴ ン を 入 力 す る 。

(2)標 高 メ ッ シ ュ の 入 力 方 法

地 平 面 をX,Y座 標 軸 方 向 に 等 間 隔 に 分 割 して 得 られ た 各 矩 形(セ ル)の 平 均 高 度

を、 二 次 元 配 列 で 表 現 し た も の を標 高 メ ッ シ ュ と して 入 力 す る 。

(3)地 形 ポ リゴ ン の 出 力 形 式

等 高 線 ポ リゴ ン合 成 と 同 様 の 形 式 の 地 形 ポ リ ゴ ン が 出 力 さ れ る 。

(4)出 力 例

図3・3・5に 示 した 植 生 デ ー タ と、 図3・3-7に 示 し た 標 高 メ ッ シ ュ デ ー タ を ポ リ

ゴ ン化 した 結 果 を 、 図3・3・8に 示 す 。

i'・ 〃ノ1.

図3-3-7:標 高 メ ッ シ ュ 図3-3-8:合 成 さ れ た 地 形 ポ リ ゴ ン

3.4ポ リ ゴ ン形 式 の 評 価

メ ッ シ ュ形 式 と比 較 した ポ リゴ ン形 式 の 利 点 を 検 証 す る 。

(1)手 段

同 一 の 地 形 情 報 を ポ リ ゴ ン 形 式 と メ ッシ ュ 形 式 で 表 現 し、 メ モ リ容 量 と 表 現 能 力

の 観 点 か ら両 者 の 比 較 を 行 う 。

地 形 情 報 は 比 較 的 高 低 差 が あ り、 複 雑 な 植 生 形 状 を 持 っ て い る湖 周 辺 とす る 。

ポ リゴ ン形 式 は 本 開 発 の ラ イ ブ ラ リを 用 い て 作 成 を 行 う 。

メ ッ シ ュ 形 式 は 以 下 の 基 準 で 選 ん だ メ ッ シ ュ 間 隔 で 作 成 を行 う。

粗:メ モ リ容 量 が ポ リ ゴ ン形 式 と 同 等 に な る メ ッ シ ュ 間 隔 。

中:比 較 参 考 の た め の 「粗 」 と 「細 」 の 間 の メ ヅ シ ュ 間 隔 。

細:ポ リ ゴ ン 形 式 で 表 現 で き て い た 要 素 を 、 ほ ぼ 表 現 で き る 最 大 の メ ッ シ ュ 間

隔 。 道 路 や 川 を 周 囲 の 植 生 情 報 と 区 別 で き る メ ッ シ ュ 間 隔 を 選 ぶ 。
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(2)結 果

作 成 し た ポ リ ゴ ン 地 形 デ ー タ と 、 メ ヅ シ ュ 地 形 デ ー タ の 立 体 図 を 図3-3-10～ 図3・

3・13に 示 す 。 各 地 形 デ ー タ の メ モ リ 容 量 と メ モ リ 容 量 の 比 を 図3・3・9に 示 す 。

必要容量kB

300

250

200

15e

100

50

(12299b}

ポリゴン地 形デー タ 「細」メッシュ地形データ 「中 」メッシュ地形データ

メッシュ間隔125mメ ッシュ間隔25.Om

図3-3-9:形 式 に よ る 要 求 メ モ リ 容 量

「粗 」メッシュ地形デ ータ

メッシュ間隔50.Om

臨

図3-3-10:ポ リ ゴ ン 地 形 デ ー タ
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図3-3-11:「 粗 」 メ ッ シ ュ 地 形 デ ー タ

(メ ッ シ ュ 間 隔50m)

癒 活

プ'

図3-3-12:「 中 」 メ ッ シ ュ 地 形 デ ー タ

(メ ヅ シ ュ 間 隔25m)

図3-3-13:「 細 」 メ ヅ シ ュ 地 形 デ ー タ

(メ ッ シ ュ 間 隔12.5m)
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(3)考 察

結果か らメ ヅシュ形式 と比較 したポ リゴン形式の利点 を考察する。

ポ リゴ ン形式(図3・3・10)で は立体図左下の川が表現 されている。 しか し、 同等の

メモ リ容量のメ ッシュ形式(図3・3・11メ ッシュ間隔50m)で は表現されていない。

同等なメモ リ容量ではポ リゴン形式の方が表現能力に優れているといえる。

また、立体図左下 の川が途切れないようにメッシュ形式のメッシュ間隔を決める(図

3・3・13メ ッシュ間隔12.5m)と 、メモ リ容量がポ リゴン形式に比べて10倍 以上

大 き くなって しまう(図3・3・9)。 同等 な表現能力ではポ リゴ ン形式の方がメモ リ容量

を抑えることができる。

さらに、 より高低差の小 さい市街地や、単純な植生形状の地形情報 においてメモ リ

容量の差がさらに大 き くな ると考え られる。ポ リゴン形式では この場合、広範囲を少な

いポ リゴ ンと頂点で表現で きるのでメモ リ容量が少な くなるが、 メッシュ形式は定 め ら

れた範囲に対 して地形情報 を記録 しているのでメモ リ容量 が変化することはない。

以上か らポ リゴン形式は従来のメ ッシュ形式に くらべて、メモ リ容量を節約 しつつ高

品位の地形情報 をデー タ化 で きると言える。

3.5ま とめ

立体地形情報のポ リゴン形式による表現 を広 く利用可能にするために、地形図に記載

された地形情報をポ リゴン形式に効率よ く変換するための基礎技術開発 を行った。

効率 よ く地形 情報 をポ リゴンデータ化する手法を検討 した。標高デー タと植生デー タ

を独立に生成 し、両者 を合成することで立体地形 ポ リゴンデー タを得る手法を提案 し、

以下のライブラ リプログラムを開発 した。

・等高線デー タか ら等高線ポ リゴンデータを作成 する。

・植生ポ リゴンデータ と等高線 ポ リゴンデータか ら立体地形 ポ リゴンデータを作成

する。

・植生ポ リゴンデータ と標高メ ッシュデータか ら立体地形 ポ リゴンデータを作成す

る。

提案 したデー タ形 式の有効性 を検証するために、同一地形図をポ リゴン形式 とメッシ

ュ形式でデータ化 し比較検討 した。その結果、採用 したポ リゴ ン形式のほ うがデータ容

量を節約 しつつ高品位 に地形データを電子データ化で きることを示 した。
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4.戦 前期雑 誌記事 索 引100万 件 の第 一期 デー タ

ベー ス構 築

(株)皓 星社





4.戦 前期雑 誌記事 索弓1100万 件 の第1期 デ ータベ ース構築

4.1概 要

過去 の雑誌記事 ・論文な どを検索するツール として 「雑誌記事索引」がある。

人文 ・社会科 学の分野では、過去の時代そのものが研究対象 となるため、特に、遡及

的な雑誌記事索引は研究に不可欠な もの となる。

この ツール を持たずに資料 に向か うことは、あたかも地図 とコンパ スを持たずに原生

林 に分 け入るようなもので、到底 目的地に達することはできない。

仮 に、試行錯誤の末 にたどり着 けた として も、その時間的労力的ロスは計 り知れない。

一部の研究者 ・図書館 司書 には
、職人的な知識 とカンで卓抜 な成果 を上げるもの もい

るが、その知識 はほとん ど 「口伝」 として伝 えられ、誰もが活用で きる方法論 として整

理 されてはいない。

わが国の代表的な雑誌記事索引に、昭和23年9月 か ら、GHQの 勧告 を受けて国立

国会 図書館が作成 を開始 し現在 まで続いている 「雑誌記事索引」お よび大宅壮一が 自ら

の仕 事のために作成 した索引を継承発展 させた 「大宅文庫 の雑誌記事索引」がある。

しか し、国会図書館 の 「雑誌記事索引」は、当然なが ら昭和23年9月 以前は検索す

ることができない し、「大宅文庫の雑誌記事索引」は、その成 立の事情 か らしてもサ ブ

カルチャー誌な どには 目配 りが きいてい る反面、学術調査のために活用するには限界が

ある。

したがって、 上記2種 の雑誌記事索引では、戦前期 の学術雑誌、専門誌、総合雑誌

な どに掲載された論文や記事 を検索することはで きない。

皓星社は、 これを補 うもの として、明治初年か ら昭和23年 までをカバーする記事索

引 として活用で きる 目録類を集成 し 「戦前期雑誌記事索引」=「 明治 ・大正 ・昭和前期

雑誌記事索引集成 」全120巻 を刊行 した。

これは、雑誌記事100万 件超、執筆者30万 人超 とい う規模であ り、 この完成 によ り

国立国会 図書館 の戦後の ものとあわせて明治期か ら今 日までの雑誌記事 を一貫 して検索

できることとな り、研究者は文献調査の時間 と労力を大幅に短縮で きることとなった。

この成果 を踏 まえ、 さらにデータベース化が各方面か ら要望 されて きたが、国立国会

図書館は2002年(平 成14年)に は、昭和23年 以降の雑誌記事索引300万 件 をWEB

上で公開するとしてい る。
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次の課題は、戦前期雑誌記事索 引100万 件超 をデー タベース化す るこ とであるが、

これが完成す るならば、わが国の雑誌記事は、明治の 「雑誌」発祥か ら戦前 ・戦中 ・戦

後一貫 してコンピュー タによる検索が可能 となる。

自国の雑誌 に対す るこうした検索体制を完備 している国は少な く、国内はもとよ り国

際的にも学術研究 に寄与するところ大 と考える。

本データベース構 築は、戦前期雑 誌記事索引100万 件超のデー タベース構築の端緒

を開 くものであ りその一部をなす ものである。

今 回の プロジ ェク トの位 置づ け(概 念 図)

明

治

初

年

暗屋社の索引集成

昭

和

23

年

NDLに より

2002年Web上 で

公開予定

現
在

4.1.1「 戦前期雑誌記事索 引」 全項 目のデ ータベ ース化 の 目的 と意義

今 回、戦前期雑誌記事索引に掲載 されている索引構成要素全項 目のデータベース化に

よって、研究者利用者には次の ような可能性 が提供 される。

①記事 ・論文の[タ イ トル][執 筆者][出 典][出 典発行年][出 典発行元]な ど、

「戦前期雑誌記事索引」 に収録 されている情報がすべてデー タベース化 され、す

べての項 目で検索閲覧することがで きるようになる。

② また、検索結果は、「戦前期雑誌記事索引」の[巻][ペ ー ジ]だ けではな く、直

接、その記事 ・論文が掲載 されている[出 典][出 典発行年][出 典発行元]等 を

表示 して くれる。

*「 戦前期雑誌記事索引」が閲覧利用で きる環境 にな くて も使用で きる。 したが

って、このデータベース 自体が、冊子体 と しての 「戦前期雑誌記事索引」の

補助ツール としてではな く、独立 したヅールに成長す るのである。
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③ そ して、「戦前期雑誌記事索引」が集成であるがゆえの記事 ・論 文の重複 を[タ

イ トル][執 筆者][出 典][出 典発行年][出 典発行元]な どの名寄せ によって整

理 し重複 を解消することができる。

重複 の解消後には、 目的 とする言葉で の検索 をし、仮 に、50件 の該 当出現箇所 があ

ったとした ら、それはすべてユニークな記事 ・論文 とい うことになる。

研究者 に とっては時間 と労力の観点か ら歓迎するところであろう。

4.1.2「 戦前期雑誌記事 索引」デ ータベ ースの開発体制

1999年7月12日 第1回 作業部会を開催 し、戦前期雑誌記事索引データベースの開

発体制 を決定 した。

(A)編 集委員会

人物文献研究所 森睦彦

関東学園大学松平記念図書館 阿津坂林太郎

東海大学課程資格教育センター 大久保久雄

皓星社

エニウエイ

(B)デ ータベース研究部会

立命館大学政策科学部(学 部長 石見利勝)

皓星社

エニウェイ

(C)作 業部会

皓星社

エニウェイ

この うち、立命館大学政策科学部 とは、本プロジェク トに先立 って1999年1月1日

に 「研究交流に関する覚書」 を交わ してお り、これを研究部会 と位置づけ、その他 の部

会 とあわせ1999年8月 末 までに、各部会が正式に発足 した。

1999年8月6日 第1回 編集委員会 を開催 し、各部会での検 討課題 ・実施課題 とスケ

ジュール を決定 した。

4.1.3戦 前期雑誌記事 索引デ ータベ ース開発の課題

冊子体 としての 「戦前期雑誌記事索引」、同 じく冊子体 と しての 「執筆者索引」、WEB

上での検索を可能 とした 「執筆者索 引データベース」の制約 を総括 し、戦前期雑誌記事

索引デー タベース開発の課題を次の諸点 として設定 した。
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・その資料の膨大 さか らくる対象資料の絞 り込み

・様 々な索引の集成であるための入力方法の工夫

・戦前資料であるための旧字などへの対処 と入力方法の決定

・集成であるための重複の解消手段の工夫

・雑誌記事であるために、特に[人 名][地 名][団 体名][事 件名]に 「省略」「異

称」「誤植」が頻 出することへの検索時の工夫

4.1.4戦 前期雑誌記事 索引 データベース開発 の歩 み

その後の委員会等の歩みは次の とお りである。

・7月12日

・8月6日

・9月1日

・9月8日

・9月10口

・9月13日

・9月16日

・9月20日

・9月27日

・10月1日

・10月1日

・10月29日

・11月1日

・11月1日

・11月12日

・11月15日

・1月6日

・2月2日

・2月14日

・3月7日

第1回 作業部会(キ ックオフ)

第1回 編集委員会(デ ータベース構築の課題の確認)

作業部会 と国立国会図書館 との打 ち合せ

(入 力フォーマッ トについて)

作業部会 と国立国会図書館 との打 ち合せ

第2回 作業部会(前 処理テス ト、入力テス ト仕様検 討)

前処理テス ト開始

作業部会 と慶応大学上 田先生 との打ち合せ

入力テス ト開始

テス ト入力 ファイル入手開始

第3回 作業部会

(第1四 半期報告書について、テス ト入力の評価について)

作業部会 と東 洋大学戸 田先生 との打ち合せ

前処理テス ト終 了

第2回 編集委員会

(前処理及び入力テス トの結果 を踏 まえ、入力対象、入力ルー

ルの検討)

データベース検索機能 の検討のため、テス ト入力結果 を立命館

大学政策科学部へ送付(第1回 データベース研究部会)

第3回 編集委員会(入 力対象及びルールの決定)

前処理及び入力開始

第4回 作業部会(第2四 半期報告書について)

第2回 データベース研究部会 において機能の決定、 プログラミ

ング開始

第5回 作業部会

(進捗のチ ェックについて、作業報告書 について)

第6回 作業部会(検 索機 能確認)
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4.1.5様 々 な索引の集成で あるための入 力方法の工 夫

「戦前期雑誌記事索引」は、戦前の雑誌記事索引の集成であるために、その制作方法

も記述の仕方 もまちまちであ った。

しか し、「戦前期雑 誌記事索引データベース」 とするためには、項 目を統一 し誤 りな

く入力 してい く必要があった。

集成 された戦前の各種記事索引及びその凡例を分析 し入力項 目を次のように決定 した。

(1)タ イ トル ・サ ブタイ トル

(2)執 筆者姓

(3)執 筆者名

(4)出 典名

(5)出 典の巻 ・号 ・ページ(な い しは日付)

(6)出 典 の出版 年1

(7)出 典 の出版 年2

(8)雑 誌記事索引名

(9)雑 誌記事索 引制作者名

4.1.6対 象資料 へのマ ーカー付 け

今次、第1期 データベース構築の対象資料は、神戸高等商業学校商業研究所の編集 に

なる 「経済法律文献 目録」 としたので掲載項 目お よび記述の不統一は最小限 に抑 え られ

たが、長期にわたる索引の集積であ るために途 中で項 目と記述の変更もあ り、入力のオ

ペ レーターが効率的かつ正確に入力できるよう資料への各入力項 目毎に色分け しマーカ

ー付 けを行った
。

4.1.7戦 前 資料 であるための旧字な どへの対処 と入 力方法の決定

対象資料 は戦前資料なので、旧字が頻出 し、 また 「かすれ」「つぶれ」による判読不

能文字 も少な くない。

しか し、データベース化及 びパソコン端末での検索閲覧のため、次の仕様のもとに入

力することに した。

(1)文 字はすべて シフ トJIsで 入力する。windowsの 拡張文字(シ フ トJIsコ

ー ドFA40～FC4B)は 使用する
。

(2)旧 字は、置 き換 え られるものは新字に置 き換 え、置き換 えられない旧字はJIS

内にある文字でその まま入力する。

(3)ど う して もJIS内 にない文字は、□を入力する。

(4)「 かすれ」「つぶれ」などで読めない文字は、 □を入力する。
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4.1.8雑 誌記事であ るため に、特 に[人 名][地 名][団 体 名][事 件 名]に 「省

略」「異称」 が頻 出す る ことへの検索 時の工夫

現代 において も、雑誌記事 には表現手法 としての 「省 略」「異称」が頻繁に使用 され

ている。

戦前においては、特 に[人 名][地 名]に ついて漢字での様々な表現 を含めて 「省略」

「異称」が頻出 している。

目的 とする 「文字列」の全文一致検索で完全一致 した もの しか検索閲覧で きないので

は、特 に[人 名][地 名]に ついて漢字での様 々な表現 を含 めて 「省略」「異称」の表現

が検索で きず不便 きわま りない。

戦前期雑誌記事のこうした特殊性 を十分 に考慮 して、将来のシソーラス構築につなが

る 「ユーザー辞書」登録機 能およびユーザー辞書構築 を支援す る複合検索機能をデータ

ベースの要求仕様の中に盛 り込む こ ととした。

一28一



4.2実 施 結 果=「 戦 前 雑 誌 記 事 索 引 」デ ー タベ ース シ ス テ ム構 築

4.2.1「 戦 前雑誌記事索引」デ ータベ ース システム開発

立命館 大学政策科 学部佐藤満他 の指 導 と協力 を得て、「戦前雑誌記事索 引」データベ

ース システムの開発に取 り組んだ。

4.2.2デ ー タ ベ ース検 索 等 機 能

検索画面

・検索 の項 目は、

1)タ イ トル ・サブタイ トル

2)執 筆者名

3)出 典名

4)記 事の掲載出版年

の4種 類の項 目と した。

それぞれの項 目相互は、AND検 索の関係 とした。

・条件検索は、

1)タ イ トル ・サ ブタイ トル

2)執 筆者名

の項 目に関 して、3つ の言葉(表 現)で それぞれ 「AND」 「OR」 検索で きるよ

うに した。

・検索結果 リス ト表示のソー トを検索画面で指定で きるように した。

・ユーザー辞書登録の機能を付加 し、検索画面か らユーザー辞書登録画面を開 き登録

することがで きるように した。

*ユ ーザー辞書登録に関 しては、次項で詳 しく説明する。

検索機能、ソー ト機能、ユーザー辞書登録機能の画面を次のように設計 した。

4.2.3タ イ トル ・サ ブタ イ トルに よる検 索

仮に、 タイ トル ・サ ブタイ トルに 「漁業」 と 「水産」のいずれかの言葉 を含 んだ記事

を検索 してみ る。

テキス トボ ヅクス1に 「漁業」、テキス トボ ックス2に 「水産」 とい う文字 をタイプ

し、「OR」 検索 を選択 して 「検索」を実行する。

この場合は、部分一致の検索 とな る。
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検索結果 リス ト表示画面は、次の とお りである。
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汰 正09

火 止07・ ‥'正b
7i ..亡正6日
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遠 華漁業の嬰勘
遠洋漁業奨勘法の解説
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438

大正12

大正11

大正14

大正o日

天iE64"

犬正b5"

大正◎ア

大正06

遠 挙漁業黄連の経過と耳の現況 ㎜ 綜}天""^' ラ薩 東… … 399400 ×正dら ー
示達界"" 401一 目 '{

加剤陀め漁業"
我が氷産業め現状と総菜""
義水産輸出め嫡 驚
芋姻 汽オ6「口醐1縫 の沿革笈概況…
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二郎… 巳　 … 浦 村ぎ三… …… …

瀬 見左吉雄 …

～ ,5/10

内外商工時報
雇車新報…一
日本樫濟新書歪
朝鮮糟漬雑誌

㌘ ・_一 一 寸素描+二:
汰正06ド義國承産業の促進

4/4

「}A-...へ.

21/7

goへ 湘業績"i
'沃 正

121--…-…}策 定r'ギ7'""'''"

沃iE6白' 、天 正 伯 『'i'『"

}麟 ζ

へへ::

「「

溝上1ゴKける禾慶賀蕩"'
樫漁業の商運 三献て"^
榛欠氷崖行政め革新を切望ず'
勘撃加め漁業に就で""

… … 『-『宮 正教衛

'葛城恵t嘗'"
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森三郎'"-菱湖生水塵界
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干拓奨働と永産業
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漁案組合の施設串菜に適する栗慣
漁業組合井筒施設論

太田康治
『∫『石 川 久 治
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巾町村雑誌
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j

i花崎隆二" ＼ へPメ

4日7"

1'7ぎ…

く馳

極重新 節三賢げる手βλ研負業
濠洲め水産物貿易
再び漁業組合共1司磁 賭 論ず
最近莫國め水産界
最近英国の水産業
薩喀樹1球 崖=斑'一 …}

.一 一.一 ・ 一^s

牛 島 貰 唱 時 報"260

大 棚 清 三''"東 洋 時 報'"260　 '

次清"水 産 界'…'4百2.4的"

吉 田 市 右衡 門 水産 界460

吉 田 市 右衡 門 『.内 外 商 工時 報7/5"'…

1三 ツ澤花S定-}-'……-'二τ{ラ}磋界}}べ;479一

羅1㌦ 　i! 翻 ・

リス トは 、 タイ トル ・サ ブタイ トル の文 字 コー ド(JISコ ー ド)順 に ソー トされ て

い る。

検索結果 リス トを どの ようにソー トし閲覧分析 するかは研究者の 「発想」であること

に鑑み、ソー トキーは システム側か らの押 しつけではなく研究者が自由に 「選択」で き

るように した。

具体的には 「タイ トル ・サブタイ トル」「執筆者名」「出典名」の文字 コー ド、「記事

掲載 出版年の弄べ き」の4種 のソー トを選択で きるように した。

4.2.4ユ ーザ ー辞書 の登録

「ユーザー辞書登録画面」の 「検索語句」のテキス トボ ックスに、例えば 「漁業」 と

タイプする。

「追加」ボタンをク リヅクすると 「漁業」 という言葉が、ユーザー辞書の 「検索語句

=親 」の言葉 として登録 される。
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「漁業」 とい う言葉が、左 の窓(検 索語句=親)と 右の窓(対 応語句=子)に 登録 さ

れる。

次に 「漁業」 とい う言葉で検索する時 に、併せて類似語である 「水産」 という言葉で

も検索 するためには、対応語句のテキス トボ ヅクスに 「水産」とい う言葉をタイプする。

「追加」ボタンをク リックすると 「水産」 という言葉が、ユーザー辞書の 「対応語句

二子」の言葉 として追加登録 され る。

この ようにしてユ ーザー辞書を豊か にしてい く。

例 えば、この事例では、漁業=漁 業、水産 という辞書 によって、検 索画面で 「漁業(検

索語句=親)」 とい う言葉 をタイプ して検索 を実行するだけで(「 水産」 とい う言葉のO

R検 索 な しで)、 「漁業」あるいは 「水産」 という言葉 を含む記事が リス ト表示され るよ

うになる。
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4.3今 後の課題

デー タベースの機能の改善のため にも、それ 自体データベース構築の成果 として、[人

名][地 名][団 体名][事 件 名]に ついてのシソー ラスの制作 ・整備 ・拡張が求め られ

る。

今回のデータベースに組み込んだユーザー辞書登録機能が、その基礎づ くりに貢献す

るであろう。

今回、財団法人データベース振興 センターのご協力で、「戦前期第1期 データベース」

を構築 したが、 これは全体の約1割 にすきず、今後早急にすべてのデータベース化 が行

わなければな らない。

先 ずは本データベースの第2期 以降の作業 をへて、完全なものにすることが急務 であ

るが、冊子体 の 「索引集成」か ら本 プロジェク トに至 る間、急速な技術の進歩、イ ンフ

ラの整備、 さまざまな レベルでの電子図書館の構想 など大 きな環境の変化があ った。

これ らを踏 まえて、データベースの今後の展望 と して雑誌記事検索 ・調査環境の 「夢」

をあげてお きたい。

(1)索 引集成 と総 目次類の統合

われわれが、制作 しようとする雑誌記事索引集成のデータベース化は、デー タ量延べ

百万件、執筆者三十万人以上 とい う膨大 なものであるが、 しか し、「水 野著作 集」 の項

で述べた ように、索引編纂の時点で取捨選択が加え られている。

しか も当然、当時の価値観で選択 されているわけであるか ら、現在のわれわれの評価

と同 じ軽重で選択 されてはいない。

したがって必要な ものが もれた り、その逆 も起 こりうる。

これを防 ぐには、やは り最終的にはその雑誌の総 目次を、それがない場合は現物 を、

あたることが必要 となる。(こ れについては、その ことが決 して雑誌記事索 引集成の意

義 を損なうものではないことは前述 した)

現在 の索引集成 の利用価値 を高めるものとして、索引集成データベース において、「総

目次類」 をも統合 的に検索で きれば、上記の問題 を解決する一方法 となるわけであ る。

そこで、今回の第1期 において、たまたま弊社 において別の機会 に復刻 しそれにあわ

て作成 しデジタルデー タとして保存 してあった 「科学主義工業」の総 目次と、市政調査

会及 び労働科学研究所 が独 自に作成 した 「都市問題 」「労働科学」の総 目次 を、両機 関

のご好意で提供 を受け、第1期 分 とあわせて検索で きるよう、(株)エ ニウェイにお い

てソフ トを作成 した。

もとより、これは記事索引集成データベースが完成 して、次の段階への実験であ り、
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まだまだ検討の余地のあることである。

統合検索 をするについては、

A記 事索引データベースか ら、 当該雑誌にかかわるデータを削除 し総 目次データ

と入れ替える。

B記 事索引データベースの当該雑誌のデータを表示 しない ように し、総 目次デー

タを表示する。

C統 合検索はするが両方を別 々に表示 し、結果の検討は利用者に委ねる。

Aは データベースその もの を統合するものであ り、B、Cは 雑誌記事索引集成 と総 目

次各々は別なデータベース として、検索 と表示 を統合的にしようとい うものである。

それぞれ一長一短があると思われ るが、今 回の実験版ではCの 方法を とるこ ととした。

これはWeb版 の執筆者索引 と同 じ形である。

但 し、 この件については、受託 内容 と必ず しも一致するものではないので、本報告で

はふれず成果物に附録 して添付 することとした。

総 目次に関 しては、少なか らず冊子体のもの としては作成されてお り、 また雑誌の復

刻においては、それに伴 って作成 されている。

したがって、次の段階 として総 目次 をデー タベースに取 り込んでい くことは、検索の

密度 を飛躍的に向上 させることがで きよう。

また、復刻のあ るもの といまだ復刻 されていないものの区別をつけることで利用者の

便 も図れる。

(2)復 刻 との統合

また、相 当な復刻が現在行われているわけであるか ら、比較的作業が容易である画像

としての電子化を行い、索引デー タベー スと リンクすることがで きれば、その意義は飛

躍的 に増すはずである。類似の計画は国立国会図書館でも電子図書館の実証実験 として

すすめ られていると聞 くが、前述 のように国立国会図書館においては、戦前期の記事索

引データベースの計画はないやに聞 く。

も とよ りこれ らの実現 には著作権 ・版面権 ・出版権な ど複雑 な権利 関係 をク リアする

必要 はあろうが、検討の余地のあ る課題 である。
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5.POSデ ー タ に対 す るデー タマ イニ ング手法群

の比較研 究 と実用化 技術 の開発

(株)日 経 リサーチ





5.POSデ ータに対す るデ ータマ イニ ング手法群 の 比較研 究 と実用化

技術 の開発

は じめ に

本委 託課題 は 「デ ータマ イニ ング」 あるいは 「KDD」(KnowledgeDiscoveryin

Databases)と 呼ばれ る技術の、POSデ ータにおける実用化 を目的 とした。

日本経済新聞社はPOSデ ータの提供事業者でもある。今回の委託課題 では全面的に

協力 を して頂 き、実際のデータを使 ったマイニング手法の研究 をすることがで きた。デ

ータマイニングに関する参考書 も出版 されてはいるが
、実際のデータを取 り上げてマイ

ニング してい く過程や失敗 した例 を説明 している文献は少ない。そこで、企業の抱える

具体的問題を提示 して、実際のPOSデ ータを使 い、分析過程 を省略せずに、結果 とし

て失敗 した例 も含 めた事例 報告 となっている。

5.1デ ータマイニ ングの可能性 と概 要

5.1.1デ ー タマ イニ ングの定 義

(1)デ ータマイニングとは、大量のデータを(半)自 動的に探索 ・分析 して、意味のあ

るパ ター ンやルールを発見することである。① 目的は知識発見 ②大量データの分

析 ・探索 ③手作業でな くツールの使用 という点が、単なるデータ解析 との違いで

ある。

(2)デ ー タマイニ ングが注 目されるようになった背景には、以下のことが挙 げられ る。

①ネ ッ トワーク取引やOLTPだ けでな く、外部環境 との取 引のほ とんどが機械可

読型で トランザクションデー タとして表現 されるようになっただけでな く、それ

がデータ ウエアハ ウス として再利用可能な形で保存 されるようになって きている。

②データか ら直接 の取引先や最終顧客 まで特定化 で きるようにな り、顧客別の分

析 ・提案や、最終顧客への提供単位 でのデータ分析な ど、データか らビジネスの

プロセスそのものに関する何 らかの知見を得 ることが期待 される。

③大量データ処理 にむいた並列コンピュータ ・オペ レーテ ィングシステム と関係デ

ータベースのそれへの対応 ・OLAP(デ ータマイニ ングの前段 階となる)ヅ ー

ル ・デー タマイニ ング用ツールな どが、出現 ・整備 されて きた。

5.1.2デ ータマイニ ング経 営の萌芽

最 もよ くデー タか ら学び実行で きた企業が もっともよい成果 につながる。 トランザク

シ ョンデータか ら次の交換の創造 ・促進 を行なう技術 を中核 としたビジネスが急成長 し

た例を示す。
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・英国の 自動車保険

・米国の流通業

・日本の消費者金融

'amazon .com

5.1.3デ ータマ イニ ング実用化 の前提 一情報生態 系

(1)こ れか らの企業は、環境 と情報を代謝 してい るとい う観点か ら、情報の循環系 とし

てシステムを構築 してい く必要がある。そのためには、参照データな ど属人的だっ

た部分 もデータベース化が必要である。

(2)そ のようなアー キテクチャーは、コーポ レー ト・イ ンフォーメーション ・ファク ト

リー と呼ばれてい る。

(3)近 年のマーケテ ィングの潮流であ る、情報化営業、CRM、FSP(フ リークエ ン

ト ・シ ョッパー ズ ・プ ログ ラム)、Webマ ーケテ ィングな どは、DWH(デ ータ

ウエアハ ウス)の 標準化 とデータマイニングが必要不可欠なる。

5.1.4デ ータマ イニ ングの実行

データマイニ ングの手法には、

① ニューラルネ ッ トワー ク

②決定木(X2に よるCHAID、 ジニ係数 によるCART、 エ ン トロピーによるC5.

0等)

③アソシエーションルール

④記憶ベース推論

⑤k・means法 クラスタ分析

⑥ リンク分析

⑦遺伝子アルゴ リズム(GA)

⑧テキス トマイニングの諸手法

⑨ マーケ ットバ スケッ ト分析

などが提案されている。

データマイニングで最 も必要なのは、得 られた知識 をこれ までの知識 と統合するため

の、既存知識の構造化 であ り、 ビジネスルールである。
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5.2日 本経 済新聞社POSデ ータの概 要

5.2.1日 本 経済新 聞社 のPOS情 報

日本経済新聞社 が所有する日本で最初の商用POS情 報サー ビス 「NEEDS-SC

AN」 と 「NEEDS-SCAN/PANEL」 の沿革、さ らにPOSデ ータ収録で重

要 となる 「商品マスター」の作成方法に関する説明。

5.2.2NEEDS-SCAN

今 回の デ ー タマ イニ ング分析 用 に利 用 す るデ ー タソー ス 「NEEDS-SCAN」 の

主 要項 目 に関 す る詳 細 な説 明。

5.2.3NEEDS-SCAN/PANEL

「NEEDS-SCAN/PANEL」 にお け るデ ー タ収 集 方法 と、 パ ネル属 性項 目

の紹 介 。

5.3新 製品立 ち上 が り売れ行 き予測

5.3.1分 析 の 目的

本章においては、 日経POSの スキャンデータより、新製 品発売後2週 間のデータを

用 いて、将来 的な需要の拡大方向の予測を試みる。基本的な視点は、需要の拡大スピー

ド、地域別の売れ行き、店舗への浸透度などがどのように複合 して 「ヒッ ト商品」を生

み出すのかという点である。

5.3.2分 析 の流れ

全体 の分析の流れについて コメン トした。基本的には、従来 の統計分析 の流れ と同様

のものであるが、データマイニ ングの領域 においては、KDDプ ロセス とい うような表

現が用 い られている。

5.3.3デ ータの定義 とク リーニ ング

分析対象 としたデータの詳細な定義 と、分析 目的に沿 ったサ ンプルの絞 り込み手順 を

述べた。

5.3.4事 前 の分析

デー タの特性 を把握 するために分析、特に、変数評価および変数選択のステ ップを実

施 し、そ こか ら汲み取 ることがで きる情報を整理 した。
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5.3.5DecisionTreeに よ る分 析

マ イニ ングの技術 と して 、DecisionTreeを 利 用 し、 ヒ ッ ト商 品(優 位 商 品 と定 義)

とな るた めの 必要条 件 、劣 位商 品 とな るた め の条件 を発見 した。極 めて明確 なパ ター ン

が抽 出 された 。

5.3.6ま とめ

分析 結 果 の総 括 を行 った。

5.4新 製品 を ヒッ トに導 く要 因は何 か

5.4.1目 的

メーカーでは新製品のヒッ トを判断する材料 として、発売後3ケ 月 目のシェアをひ と

つの目安としている。そこで3ヶ 月 日のシェアに影響を与えている要因を探 り、ヒッ ト

を生み出すルールを見つけ出す。

主に大ヒッ トとなる条件、そ して失敗 しないための条件の2つ のルールを探 ることと

する。

5.4.2デ ータ説 明 ・分析 方法

過去2年 間に発売 された新製品 を分析 し、新製品発売後、12週 目の全国個数シェア

に大 きな影響を与える要因を探 る。

要因 として設定する項 目は、平均価格、個数 シェア、カバー率の3項 目。

地域 ごとに、各項 目の発売後1、2週 目のデータを使用する。

対象分類 はポテ トチ ップス。

使用するツールはCHAIDとC5.0。

5.4.3～4検 討結果

CHAID、C5.0の 間で、それぞれ作成 され たルールには異なる点 も多い。 しか

し両ヅール ともに、 もっ とも重要な指標 として出て きた結果には共通する部分が多い。

新製 品が大ヒッ トとな る場合の指標 は 「第2週 全国個数 シェア」、失敗 しないためには

「第2週 全国カバー率」である。
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5.5ニ ュー ラ ル ネ ッ トワー ク に よ る売 れ行 き要 因分 析

カテゴ リー分析 の第一歩 と して、POSデ ータを用いて分類 内の商品別競合関係、価

格が売 り上げに与える影響 をデータマイニ ングの手法 を使 って調べた。

5.5.1使 用 デ ータ

日本経済新聞社のPOSデ ータベース 「NEEDS-SCAN」 か ら首都圏3店 舗の

毎 日の売上データを使用 して分析 した。3店 舗はそれぞれ別のチ ェー ンでA店 は食品ス

ーパー
、B店 、C店 は総合スーパーであ る。 この3店 の1年 間(1998年4月1日 か

ら1999年3月31日 まで)の 日次データを使 った。分析 には 「焼 き肉のたれ」のデ

ータを使 った。

今回の分析では定番3商 品

「エバラ 黄金の味 甘口 フルーツタイプ 瓶210G」

「エバラ おろ しのたれ 焼肉のたれ 瓶270G」

「キッコーマン 新撰焼 肉 赤 と黒 プラ210G」

の販売個数 を被説明変数 に、他 の商品の値引率、来店客数、休 日を説明変数 に して分

析 した。

5.5.2デ ータ変換

欠損値の処理、採用商品等、分析用データ作成のプロセスについて説明。

5.5.3分 析 手 法

分析 には エス ・ピー ・エ ス ・エ ス株 式会 社(以 下SPSS社)の デ ー タ マイ ニ ング用

ソ フ ト、Clementineの ニ ュー ラル ネ ッ トワー ク を使 って分 析 した。 また 、ニ ュー ラル

ネ ッ トワー クの結 果 を理 解 す る助 け とす るため にSPSS社 のAnswerTree(手 法 はC

HAID)を 使 って 同様 の分析 を行 い結 果 を比べ た。

5.5.4分 析結果

ニューラルネ ッ トワー クはどんな分析 にでも使えるので便利であるが、基本的にブラ

ヅクボ ックスなの で結 果 は 出るが解 釈 が出来 ない とい う状 況 にな る。Clementine

Clementineは 重要度分析で影響 を与える入力を数値で示 して くれるが、 プラスに働 く

のかマイナスに働 くのかがわか らない。AnswerTreeで はライバル商品が値下げ を し

た ら、 自分 も売 り上 げが上がるという結果が何度か出た。 この ような場合はデータにも

どって調べてみ る必要がある。ライバル商品 と同 じ時期に値下げを しているかもしれな

い。

一39一



5.5.5ま とめ

今回の分析ではなかなか明確な結果が出て こなかった。使 うソフ トやデータの処理の

方法 によって結果が異な ることが多か った。デー タマイニングソフ トにデータを投入 す

る前の前処理が重要である。デ一夕マイニングソフ トを使 って結果を出すのは簡単で あ

るが、その解釈が成功への鍵 を握 る。実際 にデータを見なければデータマイニ ングソフ

トの結果を解釈で きない。

5.6牛 乳販 売量の予測モ デル

5.6.1目 的

本 章 の 目的は以 下 の3点 。

① 日次販 売量 予測 モデ ル の構 成

② 重 回帰 分析 モ デル とニ ュー ラル ネ ッ トワー クモ デ ルの 予測精 度 の検 討

③SAS社 「EnterpriseMinerVersion2.02」(以 下 、EM)の 実 用性 の検 討

5.6.2分 析 の方法

POSデ ータベー スか ら取 り出 した生データを吟味 ・予備解析 し、モデル構成 に有望

な変数を探索する。次にEMを 使 って、ニューラルネ ヅ トワーク(以 下NN)と 重回

帰分析 による予測モデルの構成 と評価 を実施 する。

5.6.3分 析デ ータ

分析データを構成 する変数に関する説明。

5.6.4予 備解析

分析データを概観 し、予測変数 を決定するための予備解析 を行 う。具体的には、対象

となる商品、 日時販売量の指標 と して販 売個数 と販売金額 のどち らを従属変数 として採

用するか、また来店客数や価格 について検討する。

5.6.5マ イニ ングツールに よるモデル構成

予備解析で検討 した結果か ら、予測変数を提示する。

また、欠損値の処理や、NNの ためのデータ分割処理、変数選択、NNの 実行、評価

にっいてEMの 操作 に則 して説 明を行 う。
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5.6.6モ デルの検討

NNモ デル と重回帰分析モデルの適合性 を比較する。まず、AIC、SBCな ど5つ

の指標で比較 し、予測値 と実測値のプロッ トまた残差プロッ トを示すこ とで比較する。

5.7パ ネルデー タを用 いた購 買行動 の分析

消費者は、商品を買 うとき様 々な視点か ら比較 ・検討 をする。価格や形、品質、ブラ

ン ドラン ドな ど購買に影響 を与える要素は様 々考えられ る。価格を重視 する人もいれば、

ブラン ド重視 の人 もいる。 ここでは、商品属性(こ こでい う商品属性は、メーカーや ブ

ラン ドだけでな く価格 も含む)が 購買にどう影響 しているのかを分析する。分析は、パ

ネルごとに購 買行動がことなることを考慮 して、各パネルを志向によってグループに分

けた上で各グループの購買行動を分析 する。

5.7.1分 析 デ ータの作成

データはカ レールーのパ ネル購買データを利用 した。パネルデータを決定木の ような

手法にかけるには、 その ままの形式では無理だ。分析のまえに様々な変換を施 して分析

用 にデータを作成 しているので、そのことについて詳 しく説明 している。

データ作成は、3つ の過程か らなる。

① 分析対象 を選択する

② 「買った」商品 と「買わない」商品を作成する(目 的変数の作成)

③購 買要因 として分析する商品属性 を選択 ・作成 する(説 明変数の作成)

今回の分析では 「メーカー」、「辛 さ」、「クラス」、「値 引率」、「容量」の5属 性 を選択

した。

5.7.2～3分 析 と手法 の比較

以上の過程 を経て分析 を次の4段 階で行なう。

①パネルごとに最 も購 買に影響 した商品属性(第1基 準)を 決める

②第1基 準 とフェースの関連性 をみ る

③第1基 準でパ ネルをグルーピングする

④グルー プご とに購買行動をみる

分析の結果、第1基 準が値引率 となったパネルが1番 多か った。グルー プごとに分析

してみ ると、値 引率 グループと辛 さグルー プは同様の ツ リー となった。クラスグループ

は、比較的価格感応度が低 かった。
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グルー プ ご との分析 をCHAIDとC&RTで 再度 行 な ってみ る と、 ク ラス グルー プ

は、3つ とも同様 の ツ リー とな った。 逆 に、 メー カー グルー プは、 手 法 に よって ツ リー

の構 造 は異 な ってい た。

5.7.4検 討課題

本章のまとめ として検討課題を記す。商品の値引率が不明な ときの対処法な ど、検討

すべ き点 は多い。

5.8パ ネルデータによ るバ スケ ッ ト分析

1回 の購買行動中で、一緒 に買われる(同 じかごの中に入 る)商 品の組み合わせルー

ルか ら、新たな販売戦略に結びつ くような発見をする同時購買(併 買)パ ター ン分析で

ある、マーケ ッ トバスケッ ト分析 を、 日本経済新聞社のパネル購買デー タ 「NEEDS

-SCAN/PANEL」 をソースデータと して、様々な方向か ら分析 を試みた。

5.8.1分 析方法概要

今回用いたバスケ ヅト分析用デー タサイズ

1年 間データ 夏期3ヶ 月データ

データ対象期間 1998年10月1日 ～

1999年9月30日

1999年6月1日 ～

8月31日

レコー ド数(=レ シー トの数) 139,010レ コ ー ド 34,866レ コ ー ド

対象商品分類(小 分類)の 数※ 940分 類 736分 類

デー タ容量 約103MB 約59MB

分析手法 については、SPSS社 「Clementine」 の相関アルゴ リズム 「Apriori」 を採

用、〔商 品Aを 購入 した とき、商 品Bも 購入する〕同時併 買信頼度(以 下、信頼度)の

高さか ら併買ルールの発見 を試みた。

5.8.2デ ータ分析

下記3点 についての分析過程お よび結果報告を行う。

①夏期3ヶ 月データ全体 の併 買関係 について購買パ ター ンを分析 した

② カレールーを対象分類 に、商品の特徴 を表す変数 「バーチャルアイテム」を新た

に設定 して分析 した
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③改善率 とい う指標 を用い、2分 類間の商品の信頼度 を見 るときに、 どち らか らも

有効な信頼度 となる組み合わせ(特 に出現率が小規模 な分類 同士の併 買関係)を

表現 した

5.8.3多 次 元尺度 法 によるバスケ ッ ト分析 の簡便 法

多次元尺度法(MultidimentionalScaling、 以下MDS)は 対象間の距離(非 類似度)

に基づいて、対象の親近性 を視覚化可能な2～3次 元(平 面ない し空間)に 散布図で表

現する手法である。今回のバスケッ ト分析で得 られている信頼度を、商品間の類似性 と

みなす ことで、バスケ ット分析のデータはMDSで つかうことがで きる。

ここでは1年 分のパネル購買データを用いて

① 「カ レールー」 と信頼度の高か った分類 を特定

②全食品分類(940分 類)同 士の関連

③非対称MDS

の各条件下でMDS分 析 を行 った結果 を示す。

5.8.4課 題 と発展

今後、(1)大 容量 データベースに対応可能なシステム構築、(2)Aprioriを 行 う際

に、分析 対象の2分 類、(あ るいは3分 類以上)間 の出現率の差を克服する とい う問

題点の解決 と(3)時 系列バスケッ ト分析(4)パ ネル属性データの活用によって、 よ

り有用な分析へ発展 させていきたい。
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記録の収集 とデー
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6.北 九州産業技術 発展 の歴 史 記録 の収集 とデ ータベ ース化

6.1概 要

6.1.1目 的

1910年 に官営製鐵所が創業以来、北九州地区は鉄 を中心 とす る基礎産業素材の供給

を通 して 日本の近代化 に貢献 した。導入技術か ら出発 した製鉄な どの北九州に生まれ育

った素材製造技術は世界最高の レベルに到達 して、日本の工業技術立国の基盤 となった。

この百年におよぶ北九州における産業の発展 と革新 を跡づける多 くの記録や資料が残

されているが、 これ らを体 系化するに未だ至っていない し、時間の経過 とともに朽 ち果

てようとしている。二十世紀の終わ りを迎 えるに当た り、 これ らの記録や資料の所蔵 を

明確 に し、データを系統的に収集 し、それ らの情報をデータベース化 してお くことは、

現代 に生 きる我々世代の重要な責務であると考えている。

科学技術離れが問われ、 「ものづ くり」の気風が希薄になってい く中で、産業技術 に

かかわる記録 を収集 しそのデー タベース化 を進め、「ものづ くり」の記録 を次世代へ と

継承 し、産業技術発展 のためのメヅセージを世界 に向け発信 してい くことを当プロジェ

ク トの 目的 とした。

6.1.2実 施 内容

(1)北 九州の産業技術発展 に関するデータ収集と体系化

八幡製鉄所社史 など北九州 に興 った企業の社史お よび関連 資料など81編 を収集

した。産業技術発展の時代背景、ブレークスルー要因、技術 の普及 と社会的イ ンパ

ク トの視点よ り、 これ らの資料 を整理 ・分析 し、1800年 代後半 か ら終戦の1945

年 までの期間に産業技術史上重要であったと考え られる100件 の トピックスを抽出

した。 この 「産業 トピックス」を中心に関連 する 「ものづ くり」、「人物録」、「産業

遺産」、「統計データ」 を整備 しコンテンツとした。
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(2)産 業技術発展データ収蔵のためのプ ロ トタイプ ・データベース構築

コンテ ンツを格納するデータベースを製作 した。イ ンターネ ヅ トを利用 して広 く

社会 にメッセー ジ発信可能なシステムの開発 を目指 した。今 回開発 したプロ トタイ

プシステムの主な特徴は以下のとお りである。

・Webシ ステム:公 開を考慮 してWebシ ステム

・RDB:キ ー ワー ド検索、全文検索 に対応で きるシステ ム

・マルチメデ ィア:動 画や音声 の扱えるマルチ メデ ィア対応 のシステ ム

・WindowsNT4 .0:マ ルチメデ ィア、GUIヅ ールが使用可能

(3)語 り部 としてのデータベースの実験

利用者が単に閲覧するだけでな く、ガイダ ンス機能を有する、すなわち 「語 り部」

と しての機能 を具備するデー タベースの開発 を目指 したかった。北九州 に製鉄所が

建設 されるまでの過程 を歴史的、地理的、人的視点 より解説するオーサ リング機能

の付加を実験的に試みた。

(4)開 発体制

・実行Gr

㈱ 日鉄技術情報センター 常任顧問

主席研究員

情報サイエンス部

情報 サイエンス部

新日鉄情報通信システム㈱科学技術システム部 柳沢 久

・現地支援Gr

北九州市 企画局、経済局

・ア ドバ イザーGr

増子昇

黒田光太郎

中村崇

長井寿

中村正和(統 括 リーダ)

松尾宗次(調 査、分析)

杉 田州男(調 査、分析)

田内宏明(シ ステム設計)

(システム構築)

(企画構想、現地産業界のオー ガナイズ)

東京大学名誉教授

名古屋大学教授

東北大学教授

金属材料技術研究所タスクフォース リーダー
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6.2構 築 シス テ ム

6.2.1シ ス テ ム 概 要

(1)シ ステ ム構成

Webク ラ イア ン ト

Webブ ラウザ
※ フ。ラグ イン

Flashフ 。レーヤー

↑
皿

↓
Webサ ーバ

Webサ ーバ

ASP

ADO

↓ ↑
10LEDBl

一.十

dbBC
Net8

←

≠

Pモ ジ ュ ー ル

lash

－ヒ"一フ ァ イ ル

画像データ

図6-6

(2)開 発 ・実 行 環 境

・オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

MicrosoftWindowsNT4.0+OptionPack+SP6a

・Webサ ー バ ※WindowsNT4
.0標 準

MicrosoftIIS4.0(ASP、ADOを 含 む)

・デ ー タ ベ ー ス 接 続

OracleODBC(8.01.05.00)+Net8

・デ ー タ ベ ー ス

OracleOracle8iWorkgroupServer(8.1.5)

・Webブ ラ ウ ザ

MicrosoftIE4.0

マ ク ロ メ デ ィ アFLASHプ レ ー ヤ ー(プ ラ グ イ ン)

〃FLASHVer4.0(開 発 用)

そ の 他(デ ー タ メ ン テ ナ ン ス 用)

FileMakerFileMakerPro4.0(デ ー タ 収 集 及 び 修 正 用)

MicrosoftAccess97(ODBC経 由 に よ るOracleDBの 操 作)
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(3)デ ータベース構成

本システ ムのデー タベースは リレーショナルデー タベースであ り、以下の7つ の

テーブルで構成 されている。各テー ブルはコー ドによって年表 ・産業技術史テー ブ

ルへ関連付 けられている。

生年没年

業績

所属1

所属2

参考資料

略伝

人物画像file名

・隊
随一・・一

壷藁葺輸紗 繕灘…
_.一,.斑'楢_

恒壊 匙

産業簿灘 三…鯵

TOPICS

産業遺産コ耀 .←

産業遺産 産業遺産

参考資料 所在地

TOPICS画 像file名 出典

TOPICS画 像 説 明 説明

経緯 遺産画像file名

展開

・ロ ・一・・ 汀一鼎"佐 ・一一疏

歴史

企業名

工場名

企業名変遷

加 ムペ ージ

起業西暦年

起業和暦年

起業月日

産業業種

産業関連

製品

一

←

ものづ くり

北九州立地 参考資料
:・":i::㍉

もの画像file名

ものづ くり もの画像説明

技術内容 技術内容

効果展開

統計 技術変遷

図6-7
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6.2.2シ ス テ ム イ ンス トール 手 順

本 シス テ ムの実 行 す る には今 回 開 発 した ファイルの イ ンス トー ル の他 、Webサ ーバ

の設定 、 お よび ブラ ウザヘ プラ グイ ンの イ ンス トール 等が 必 要 とな る。

イ ンス トール設 定 手順 を以下 に示 す。 なお、以 下の イ ンス トール の 前 にOracleの イ

ンス トール を 行 って お く必要 が あ る。Oracleの イ ンス トー ル に つ い ては該 当 マニ ュ ア

ル を参 照 の事 。

(1)シ ステ ム ファイル の コ ピー

本 シス テ ムを イ ンス トー ル するハ ー ドデ ィス クに本 システ ム のル ー トデ ィレク ト

リ(デ フォル ト名:kk _web)を 作成 し、 配布媒 体 のkk_Webデ ィレク トリ以下 の

全 ての ファイル)を 、 デ ィ レク トリ下 にコ ピー す る。

(2)Webサ ーバ ー(IIS4.0、ODBCの 設定)

・管理 コ ンソー ル に よる プ ロパ テ ィの設定

・システ ムDNSの 設 定

(3)デ ー タベ ー ス

本 シ ステ ム用 のデ ー タ作成 ス ク リプ トを実 行 し、 テ ー ブル の作 成及 びデ ー タの イ

ンポ ー ト(デ ー タベ ー スへ 登録)を 行 う。

(4)ブ ラ ウザ

本 シス テ ムを参 照 す る クラ イア ン ト側 の コ ンピュー タ にはShockwaveFlashの

プラ グ イ ンの イ ンス トー ル が必 要。ShockwaveFlashは マ ク ロメデ ィアの イ ンタ

ー ネ ッ トサイ トよ りダ ウ ン ロー ド可 能
。

6.2.3シ ステム操作説 明

ブラウザ を起動 し、以下の例の様 にURLを 入力 し トップページの表示を行 う。

指 定例:ア ドレスhtt〃 ホス トマ シ ンのア ドレス/scri)tslkkweb/

*イ ンス トー ル にお いて本 シス テ ム もデ ィレク トリをscriptsと した場 合

基本的な操作は一般的なブラウザの操作方法と特に変わらない。以下に各画面の関連

と操作方法を示す。
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(1)画 面遷移図
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図6-8
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(2)画 面説明

(A)画 面1:ト ヅプページ

起動時の初期画面。システムのタイ トルが表示される。

(B)画 面2:洞 海湾頒

「洞海湾頒(作 火野草平)」 の朗読および文章表示画面。

音声によ り詩が朗読される。

(C)画 面3:産 業史概説

北九州産業技術史の概説をイ ンタラクテ ィブに紹介する。FLASH

ムー ビー によ り、利用者のボタン動作 によりス トー リーが進行 する。

(D)画 面4:年 表(上 部メニュー)

年表か ら リンクする画面には、上部に共通のメニューが表 示され る。

このメニュー により画面の移動 を行 う。

(E)画 面4:年 表

北九州産業技術史の年表が表示 され る。年表は15件 単位で表示 され、

ボタンによ り年表の前後に移動する。

(F)画 面5:TOPICS

技術 トピヅクスの説明が表示される。経緯、展 開、「歴史については、

文章表示領域 を共有 してお り、表示内容の切 り替 えは、マウスカー ソル

を3つ の項 目のどれかのボタン上に移動する事で行 う。

(G)画 面6:産 業遺産

産業遺産 につ いての説明が表示 され る。

(H)画 面7:も のづ くり

ものづ くりの説明が表示される。
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(1)画 面8:統 計

グラフ等の統計情報が表示される

(J)画 面9:人 物録

人物 にっいての略伝等の説 明が表示 される。

6.2.4デ ー タ登 録

デ ー タベ ースへ のデ ー タ登録 はCSVフ ォー マ ヅ トの ファイ ル を用 いて 行 うが 、原 デ

ー タの管 理 はCSVフ ォー マ ッ トで は わ か りに くい ため、 本 システ ムで は フ ァイル メー

カーProを 用 いて 原 デー タの作 成 を行 った 。 ただ し、原 デー タの 作成 は フ ァイ ル メー

カーProに 限 定 され るわ けで は な く、CSVフ ォー マ ッ トの ファ イル を作 成 出来 る ソ

フ トウ ェアで あれば使 用可 能 で あ る。

(1)デ ー タの メ ンテ ナ ンス

フ ァイ ル メー カーProに よ りデ ・・一・一タ の メ ンテナ ンス を行 う場 合 は、 図6-9の よう

な処理 の 流れ とな る。画像 デー タ に関 して は、 ファイル メ・一・・一・カーProよ り取 り出すか、

原 デ ー タの フ ァイ ル名 を コー ドに合 わせWebサ ーバ に格 納 す る必要 が あ る。

原 デー タ

フ ァイル メー カ ーPro

画像データ

＼
CSVフ ァイル

↓

↓

/
画像データ

ACCESS

ODBC

Net8

図6-9
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(2)フ ァイルメーカーProの ファイル構成

今回登録 した原データのファイルを以下 に示 す。

プアイル名 内容

北九州100.FMJ 技術 トピックスデータの登録

産業遺産.FMJ 産業遺産データの登録

もの づ く り.FMJ ものづ くりデータの登録

統計.FMJ 統計データの登録

人物録FMJ 人物録データの登録

年表.FMJ 年表データの登録
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(3)技 術 トピ ックスデータの登録

テーブル ごと(原 データの種別 ごと)に 登録 画面がある。以下 に技術 トピックス

デー タの登録方法を示す。
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一覧 一覧画面へ

図6-10技 術 トピヅクスデー タ 登録画面
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図6-11技 術 トピ ックス デー タ ー 覧画 面
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6.3今 後 に つ いて

6.3.1期 待 され る効果

今回は1945年 までの北九州産業技術 トピヅクスをデータベース化 した。戦後の産業

復興 や環境問題 などに注 目 しなが ら1945年 以降の トピックスを編纂 しデータベース化

してい く計画であ る。

このデー タベースはインターネ ヅ トを利用 した公開 を考慮 してWebシ ステム として

設計 している。北九州ひいては 日本の産業技術の記録を、 メ ッセー ジを持って、広 く社

会 に発信 してい くこ とが可能であ る。次世代 を担 う若い人たちに 「日本の物作 りの記憶」

が継承されてい くことこそがこのデータベースの最大の効果であると信 じている。

データベースをも とに した産業技術史研究の進展を促 し、その成果は 日本のみな らず

国外の今後の産業のあ り方に重要な指針 を与 えることが確実 に期待 され る。

ものづ くり離れ、理工学離れが問題 となる現在、産業技術 の発展 の跡を辿 り現在の恩

恵が与え られている姿を提示する産業技術博物館の存在 は極 めて重要である。データベ

ースの構 築を通 して
、展開の先にあ る博物館像 を構想するこ とは、産業技術博物館の実

現の起点 である。

6.3.2今 後 の展 開

(1)北 九州産業技術史の調査 ・企画

今回の課題では創生か ら終戦まで(1868年 か ら1945年)の 北九州産業技術史

のデータ収集 と体 系化 を行い、 コンテ ンツとして整理 した。今後、終戦か ら現在 ま

で(1945年 頃か ら2000年 まで)に 範囲を広げ、 よ り多 くのコンテンツをこのデ

ータベースに登録 していきたいと考えている
。戦後の経済復興 と北九州、環境問題、

技術革新、未来へ のメ ッセージな ど新 たな観点も考慮 に入れ、調査 ・企画を推進 し

てい くことを目標 に している。

(2)デ ータベース システムの機能ア ップ

新 たに調査 ・整理するコ ンテ ンツを今回開発のプ ロ トタイプデータベースに登録

し、データベース を充実 してい く一方で、データベースシステムの機能 アップを図

ってい きたい。情報の取 り出 しが容易に出来 るような検索機能の充実 や、コンテ ン

ヅか ら新たな発見、発想を生み 出す助けとなる使 い易いインターフェースやマルチ

メデ ィア表現 などを考える。
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7.写 真 デ ー タ ベー ス構 築

(株)琉 球新報社





7.写 真 デ ー タベ ー ス構 築

7.1概 要

2000年7月 の先進国首脳会議(沖 縄サ ミッ ト)に 向けて、 よ り内容豊富な沖縄情

報 を発信 したい。文字データが中心 のホームペー ジと連動する形で、写真をメインに し

た 「沖縄 の画像データベース」を構築 した。

既存 のデータベースに写真データベースの機能を付加 するこ とで、資料写真 も取 り込

めるようにな り、 よ り魅力あるデー タベースとなった。社内的 にも資料写真の劣化対策

な ど波及効果は大 きい。

7.1.1目 的

2000年7月21日 か ら23日 までの3日 間、九州 ・沖縄サ ミットの先進国首脳会

議が沖縄県名護市で開催 される。国内でサ ミットの首脳会議が東京以外 の地域で開催 さ

れ るのは今回が初めてである。地方開催 の大 きな狙 いの一つは、 日本の国の多様性 を先

進国の首脳、世界の人たちに知 ってもらうことである。

その点、沖縄は、国内で も唯一の亜熱帯気候の独特な 自然が多 く、文化的にも独特で

ユニーク、 日本の多様性 を発信する材料はた くさんある。 また、沖縄 にとっては沖縄を

世界 にアピールする絶好の機会、ひの き舞台である。

そのためにも沖縄県内で最大の発行部数を持ち、創刊106年 の最 も古い歴史を持つ

新 聞社 として、サ ミッ トに向けて沖縄情報をより多面的、多角的に全国、世界へ発信す

る責務 がある。

また、本社資料室で眠 る資料、写真をデジタル化 して生かすことによって、沖縄でこ

れまで に何があったのか、そ して、現在 も抱える問題 を含 め、在 日米軍基地の75%を

占め る基地の島、沖縄の問題を全国へ、世界へ発信 したい。 それが沖縄県民の願いであ

る基地の整理縮小、戦争のない世界 平和につながるもの と期待 している。

そのためにも、平成9年 度のデータベース振興セ ンターの委託事業 として構築 した琉

球新報記事 ・画像データベースの機 能 を強化 して、新聞紙 面に掲載 された写真だけでな

く、それ以外 の写真データ、資料写真 もデータベースに取 り込めるように し、よ り内容

豊富で、魅力あるデー タベースに したい。

沖縄 の過去、現在、 さ らには今後の展望を発信することによって、沖縄を全国、世界

ヘア ピール、観光 をは じめ とする産業、地域の発展 に寄与することが期待で きる。
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7.1.2実 施 内容

写真データベースへの写真 ・画像送信は、本社 ・支社が編集 ランを活用 したイン トラ

ネッ トで、取材現場か らはダイヤルアップでインターネ ッ トを通 して、編集写真画像サ

ーバー に写真データをFTP送 信 する。各部のデスクが編集画像サーバーを開いて、紙

面に掲載する写真は制作の システムに、そ してデータベース側 にも送信するシステムを

構築 した。イ ンターネ ッ ト技術 を利 用、新聞制作、デー タベー スで も効率的 に活用で き

る送信 システムが成果の一つであ る。

写真データベースには沖縄が世界に誇る青い空、青い海 に代表 されるような沖縄の豊

かな自然、ヤ ンバルクイナ、イ リオモテヤマネコ、 ジュゴン、サンゴなどの貴重な動植

物、世界遺産に登録 するこ とが決 まっている首里城な どの城跡群、琉球王朝時代 に花 開

いた漆や紅型な どの民芸品、それ に国指定 の名勝 ・識名園、国指定文化財の北 中城村の

仲村家 をは じめ とする県や市町村指定の文化財、名所 旧跡 な どを順次、取 り込んでい く。

資料室で眠る写真の中か ら、歴史的な事件、事故 などの出来事、イベ ン トな どの貴重

な写真 も写真データベースに順次、取 り込んでい る。 もちろん、現在進行形 のニュース

写真 も取 り込み、「沖縄の画像デー タベース」を 目指 してい る。

この新たな写真データベースの構築で、琉球新報ホー ムペー ジでも画像のデータが容

易に取 り込めるようにな り、ホー ムページへの波及効果 もあ る。写真データベース も活

用 して、ホームページにサ ミッ トのペー ジを開設、沖縄情報 を発信 している。

写真データベースはホームペー ジ同様、インターネ ヅ トを通 して一般公開す る。そ し

て、希望者には写真を有料で提供 する。

仕組み としては、一般公開画面はサムネイル表示画面に して、すか し文字を入れるな

どの工夫を凝 らし、無断で利用で きないようにす る。

イ ンターネ ットなどを通 した注文に応 じて、 プ リンタでプ リン トアウ ト、また提携す

る企業な どにインターネ ッ トを通 してデータを送 るな どして、 その場で プリン トア ウ ト

提供する仕組み にする。

社内的には資料室で眠っている写真資料 をデジタル化 することでカラー写真の劣化対

策 となっている。 また、写真の再利用が容易 になったため、写真データベース構築の波

及効果は・大きい。

7.2検 討結果

写真データベースは平成9年 度 に構築 した 「新聞記事 ・画像 データベース」の画像部

分を拡張 したシステムである。

先 に構築 した画像 データベースは、紙面掲載 された画像を新聞制作 システム(CTS)

からダウンロー ドして収容 してい る。紙面制作下流部分のデー タのため、既に印刷用 に
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トリミング、減色加工 などがされている。紙面での再利用は可能だが、そのほかの用途

には向いていない。

今回構築 した写真デー タベースは、紙面制作 システムに送信 する直前 の上流部分の画

像データを収容 し、紙面での再利用だけでな く、他用途 に耐え られるデジタル画像デー

タを収容 している。

写真データベースの特徴は、①イ ンターネ ッ ト技術を利用 した送信システム、②新聞

編集業務 との一体化で効率的なコンテンツ登録、③新 聞編集支援に必要十分な画像デー

タベース、④デジタル化時代の写真提供 システム、⑤過去写真資料の劣化対策 一である。

(1)イ ンターネ ッ ト技術 を利用 した送信 システム

自社で撮影 した写真はいったん編集写真画像サーバー(NTサ ーバー)に 一時

収容 し、新聞制作 システムと写真データベースに転送す る。

編集画像サーバーへの写真送信は、社外か らはイ ンターネ ッ ト、社内か らはイ

ン トラネ ッ トで行 う。送信するクライア ン ト側にはブラウザ 「イ ンターネッ ト ・

エ クス プローラ」以外 の特別なソフ トは必要ない。 インターネ ットが利用可能な

らどこか らで も送信が可能である。

送信者はイ ンターネ ッ トまたはイ ン トラネ ッ トで編集画像サーバ にアクセスで

き、 クライア ン ト側にあ るデジタル画像 を確認 しなが ら、写真説明 と撮影情報 を

入力 し送信する。編集局画像サーバーが受信 した画像 と写真説明等 をNSK-T

IFFデ ータに 自動変換 し保存する。

(2)新 聞編集業務 との一体化 で効率的なコ ンテンヅ登録

編集局の出稿デスクはイン トラネ ットで編集画像サーバーにアクセス。写真説

明な どの手直 しを した後、転送 を指示、画像は紙面制作 システムに、写真説明は

出稿用テ キス トと して編集記事サーバー に送信され、同時に写真データベースに

NSK-TIFFデ ータが転送 され る。

一連の作業は新聞編集業務の一環で
、写真デー タベースへの登録作業 も効率化

で きた。

紙面掲載用写真以外にも、記者が 日常取材活動で撮影 した画像 を資料用 として

写真データベースに登録で きる。

(3)新 聞編集支援 の役割

紙面掲載 され る写真画像データは 自社出稿だけでな く、共同通信か ら配信 され

る写真画像デー タも写真データベースに収容、紙面掲載されなかった写真画像デ

ータや類似コマの写真 も収容 している。これ らの写真データは紙面での再利用 ・
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活用が容易にできる。新 聞編集支援 として必要十分な写真 ・画像データベース と

なった。

(4)デ ジタル化時代の写真提供 システム

一般への写真提供は、イ ンターネ ヅ ト上でサムネイル表示された画像か ら利用

者が 目的の写真を選択 する。注文を受け、デジタルデータ、プ リン トア ウ トなど

で提供する。これまで、 フィル ムの焼 き増 しによるプ リン ト提供 よ り、 より早 く

利用者に提供で きる。ただ し、琉球新報社 に著作権のない写真画像データや、 肖

像権上問題 となる個人の顔写真な どは表示、提供 しない。

(5)過 去の写真資料の劣化対策

琉球新報社には米軍統治時代 か らの過去約40年 間の写真資料が保管 されてい

る。 しか し、ネガフィル ム、プ リン トの劣化が激 しく、貴重な歴史資料の喪失が

危惧 され た。その過去 の写真画像資料を順次 デ ジタル化 し半永久的に使 えるよ

うにしている。
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7.3.今 後 の 課 題

今後 の大 きな課題は、写真デー タベースの構築で新 たに開設 した 「沖縄 の画像 データ

ベース」の内容をいかに充実 させてい くか、 それ と同時に本社資料室に眠る過去約40

年分もの何10万 とい う膨大な写真 をいかにデジタル化 し、データベースに効率的に取

り込む ことがで きるか、それは写真 の劣化 との競争でもあ る。

これ らの課題はいずれも人手 を用するもので、人海戦術が求め られ、時間、 コス トが

かかる。当然なことだが過去の膨大な写真資料は、デ ジタル化の前に優先順な ど、整理

する作業 も発生する。 また、足 りないデータの確認作業も必要になる。

とは言 え、 これ らの写真は本社だけでな く、沖縄 の貴重な財産である。この貴重な財

産を後世 に伝 えるためにも、本社 が取 り組 まなければな らない課題であ り、膨大なデー

タを効率よ く取 り込むためのシステムづ くりも今後 の課題 である。

また、構築 した写真データベースの送信 システムを活用 して、一般読者か らの写真投

稿のシステムもつ くりたい。インターネ ッ トの特性である双方向性の機能を生 か し、読

者、データベース利用者によ り親 しまれ、魅力あるものに してい きたい。
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8.バ リア フ リー施 設 デ ー タベ ー ス の プ ロ トタ イプ作 成

8.1目 的

総人口に対する高齢者の割合(高 齢化率)は15%を 超え、高齢社会 となった現在、

、高齢者や障害者な どの社会 的弱者 にやさ しい生活環境が望まれている。

その具体的な手段 としてバ リアフ リーが挙げ られるが、まだ認知度 も低 く、対応 して

いない ところも多いのが現状であ り、それに関する情報 も入手困難である。

そこで、バ リアフ リーに関する情報 をデータベース化 し、情報提供を行 うとともに、

バ リアフ リーの普及 を促進 する。 また、行動に制限のある社会的弱者に生 きがいを与え

るとともに、今 まで少なかった社会的弱者の施設利用 を促 し、社会の活性化 につなげる

事を 目的 とした。

情報の提供方法は、特別なアプ リケー ションを必要 とせず一般 家庭 か らも情報の閲覧

が可能である事、 またデー タの更新が容易であるなどの理 由か ら、Webで 行 う事 とし

た。

8.2概 要

'

8.2.1シ ス テ ム概 要

本 デ ー タベー ス シス テ ムは、 クライ ア ン トにWebブ ラ ウザ を使 用 す る事 を前提 と し

た シス テ ムで あ り、サ ー バ ー には 一般 的 なネ ッ トワー クOSで あ るWindowsNT

を利 用 す る。 ま た、WWWサ ー バ ー にはWindowsNT付 属 のIIS(Internet

InformationServer)を 利 用 し、デ ー タベ ース構 築 ソ フ トは メ ンテ ナ ンスや今 後 のバ ー

ジ ョンア ヅプ等 も視 野 に入 れ、MS-Access97を 採 用 した。

WWWサ ーバ ー か らデ ー タベ ース へ の接続 は 、ODBCを 利 用 す る。 ま た、 実際 の デ

ー タベ ー ス処 理 はASP(ActiveServerPages)の デー タベ ー ス機 能 で あ るDataAccess

コ ンポ ー ネ ン トを使 用 す る。DataAccessコ ンポ ー ネ ン トはADO(ActiveXData

Objects)に よ りコ ン'トロー ル す る。

デー タベ ース のデ ー タ入 力 ・メ ンテナ ンス機 能 はAccess97で 作 成 し、 オ フライ ンで

行 う。 、

シス テ ム の構 成 例 を図8-1に 示 す。
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図8-1シ ステムの構成例

8.2.2開 発 ス ケ ジ ュ ー ル

本 開発 は以下 のス ケ ジュー ル に従 って行 った 。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

データ収集 < レ

システム設計 < 〉

プログラム開発 ぐ レ

データ入力
∠4、 レ

システムテス ト '
、 )

運用テス ト 司 ●
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8.3シ ステ ムの特 徴

本システムの特徴は、 どのようなクライアン トか らもデータベースが利用で きるよう

にWWWサ ーバーを利用 し、ASPに よりWebペ ージを作成 している事である。

このメ リッ トは、データベース利用者がWebブ ラウザ以外 に特別なソフ トウェアが

必要ない事 と、サーバーサイ ドでス クリプ トの処理 を行 うため、ブラウザの種類 ・バー

ジョンに制限 されない事である。

もう1つ のメ リッ トは、ASPを 利用する事により、施設の詳細を表示するWebペ

ージを、デー タベースのデータを利用 して 自動的に作成可能 という点である。これによ

り、今までデー タ件数分必要だったHTMLフ ァイルを作成す る必要がな くな り、デー

タベースの更新 と同時に新 しいデータの閲覧が可能 となる。

本デー タベースの利用者は、施 設名称 による検索 ・地域や施 設分類による検索の2通

りの方法 によ り、 自分の探 したい施設のデータを 目的別に検索する事が可能であ る。デ

ータベースにはテキス トデータだけではな く画像 も入れる事ができるので
、 よ り施設の

イメージをつかみやすいシステ ムになっている。

登録するデータ件数を増やすため、施設の情報 をWebペ ージ上で収集する事 も可能

とした。入力された情報は電子メールによってデータベース管理者へ送 られ、デー タチ

ェック後データベースへ登録す る。
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8.4シ ステ ム 構 成

本 システムの構成を以下 に示す

8.4.1ソ フ トウェア構 成

InternetExplorer

Netscape

等

ブ ラ ウ ザ

Access97 IIS

WmdowsNT40 Windows,MacOS等

サ ーバ ー クライアン ト

本システムでは、羅 の部分を開発する.

8.4.2ハ ー ドウェ ア構 成

(1)サ ー バ ー

スペ ック

CPU:PentiumIII

メモ リ:256Mbyte

HD:2Gbyte

・サー バ ーはサ ーバ ー専 用機 種 を選 択 す る。

・ハ ー ドデ ィス クの容量 は、 デー タ量 によ り決定 す る。

・画像 も使 用 す るので 、大 容 量 のハ ー ドデ ィス クが 必 要 とな る。

(2)ク ライ ア ン ト

モデ ムやLANを 利 用 して イ ンタ ー ネ ッ トに ア クセ ス で き、Webブ ラウザ が動

作 す る環 境で あ れば、OSや ハ ー ドウェア に関 す る制 限 は ない。
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8.5デ ー タの 収 集

本データベースに登録する施設情報 の収集を、アンケー トによ り行った。ア ンケー ト

の内容は以下の通 りで、各施設へ直接郵送 した。

・駐車場はあ りますか?

・建物入口にス ロープはあ りますか?

・建物入口の玄関の扉は 自動 ドアですか?

・敷地内通路 に点字誘導ブロックはあ りますか?

・廊下、通路 の広 さは車いすの通行が可能ですか?

・手す りはあ りますか?

・車いす専用 の トイ レはあ りますか?

・トイ レに呼び 出 し設備はあ りますか?

・エ レベーターはあ りますか?

・手話通訳者はい ますか?

・車いす使用者用公衆電話はあ りますか?

・車いす使用者用浴室付 き個室はあ りますか?(宿 泊施設のみ)

・盲導犬の同伴 は許可 していますか?

・上記設問以外 にバ リアフ リーが施 されてい る項 目があればご記入 ください。

8.6機 能

各機能 をオンライ ンとオフライ ンに分けて説明する。

8.6.1オ ンライ ン機能

(1)検 索

・「名前で検索」 と 「条件で検索」の2通 りの検索方法を提供
。

(2)検 索結果の一覧表示

(3)検 索結果の詳細表示

(4)画 像表示

8.6.2オ フ ラ イ ン機 能

・デ ー タ メ ンテ ナ ンス

デ ー タベ ー ス のデー タ入 力 ・更新 ・削除
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8.7作 成 プ ログラムー覧

オンライン

・名前による検索及び検索結果の一覧表 示

・条件による検索及び検索結果の一覧表示

・施設情報の詳細表示

・画像表示

オ フラ イ ン

・デ一 夕 メ ンテ ナ ンス

オ ンライ ンプ ログ ラムはASPと して作 成 。

オ フ ライ ンプ ログ ラムはAccess97で 作 成 。

8.8開 発環境

OS

サ ー バ ー:WindowsNT4.0

ク ラ イ ア ン ト:Windows95

Windows98

ソフ ト

開発

WWWサ ーバー

WWWブ ラウザ

デー タ ベー ス

:MicrosoftFrontpage98

:MicrosoftInternetInformationServer十ASP

:MicrosoftInternetExplorer

NetscapeCommunicator

:MicrosoftAccess97
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8.9表 示画面構成

8.9.1オ ンラ イ ン表 示 画 面

(1)ホ ー ム ペー ジ

「名前 で検 索 」、 「条件 で検 索 」へ の リンクがあ る。

また、 ご意 見 ・ご感 想 を受 け付 け るメー ルへの リンク と、 施 設 の情 報 を収集 す る

ア ンケー トペ ー ジへの リンク もあ る。

(2)名 前で検索

フ レー ムで区切 られてお り、「ホー ムペー ジ」 と 「条件で検索 」への リンクペー

ジ、検索の為の名前を入力するページ、検索方法の説明ペー ジが表示されてい る。

(3)検 索結果表示(名 前で検索)

名前を入力 し、検索ボタンをク リックす ると検索方法の説明ページに、検索結果

の一覧が表示 される。施設名をク リックすることで、そのデータの詳細情報を見 る

事がで きる。

(4)条 件で検索

フ レームで区切 られてお り、「ホー ムペー ジ」 と 「名前で検索 」への リンクペー

ジ、検索条件を指定す るページ、検索方法の説明ページが表示されている。

(5)検 索結果表示(条 件で検索)

必要に応 じて項 目を選択 し、検索ボタンをクリックすると検索方法の説明ページ

に、検索結果の一覧が表示 され る。施設名 をクリックすることで、 そのデータの詳

細情報 を見る事がで きる。

(6)詳 細情報

一覧が表示 され た検索結果の施設名をク リックすることで
、そのデータの詳細情

報 を見 る事ができる。

(7)施 設情報の収集

本データベースのデータを収集する際に行ったア ンケー ト調査 と同様の質問項 目

を持つ。入力された情報は電子 メールで送信され る。
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8.9.2オ フ ラ イ ン画 面

(1)メ ニ ュ ー

図8-2管 理 メニ ュー

管理 メニューでは、デー タの入力 ・変更 ・削除の他、印刷 など行 う処理を選択する。

主に登録データのメンテナンスに使用するメニューは 「施設保守」である。
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(2)施 設保守
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図8-3施 設保守

施設保 守では、各施 設の詳細情報を入力するほか、変更 ・削除 ・印刷な どを行 う事が

出来 る。

8.10今 後 の展 開

今回作成 したデータベースはプロ トタイプという事で、登録 するデータの対象 を札幌

市内の公共施設 に限定 したが、今後 は札幌市 ・北海道の協力を得て、北海道の施 設の情

報 を充実 させ、本デー タベースを完成させ る予定でいる。

将来的 には完成 した本データベースを利用 し、地図情報 を統合 したGISを 構築 した

い。

さ らに、札幌市 ・北海道 と連携 し、高齢者 ・障害者の方々が無償で利用可能なシステ

ムとし、普及拡大 を図 りたい。
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9.新 居浜市機械 産 業 にお け る加 工技術 ノ ウハ ウ継

承 デー タベー ス構 築

(株)四 国 イ ンター ネ ヅ ト





9.新 居浜 市機械 産 業 における加工技術 ノウハ ウ継承 デ ータベ ース構築

9.1概 要

バブル経済の崩壊後、長期化する不況、マイナス成長、激化する企業環境 と発展 する

情報化時代、間近にせ まった21世 紀を勝 ち抜 くには企業の体質改善はもちろんのこと、

めまぐる しい変化 に即応で きる社内風土の確立 と総合的なシステムを構築する必要 があ

る。イ ンターネ ッ トに対応 したマルチメデ ィアの利用は上記の問題解決の有効な手段 と

考え られる。

9.1.1目 的

新居浜地区には、全国有数の機械 工業を中心とした地場産業があ り、機械産業協同組

合 を中心 にインターネ ットを活用 して情報発信するなど、地域に密着 した活動を行 って

いる。 しか しなが ら、各組合員の抱 える問題解決 には、なかなか至 らないのが現状 であ

る。

このたび実施 した事業は、現在保有する加 工技術 ノウハ ウのデータベース構築を行い、

技術の継承を総合的に支援することによ り、従業員の高齢化 問題や後継者問題 を解決す

る一助 となる とともに、新居浜市の機械産業の高い加工技術 ノウハ ウをインターネ ッ ト

によって広 く世界 に知 らしめて、市場の拡大を図 り、地場産業の活性化 を行 うことを目

的 とする。

9.1.2実 施概 要

高齢化 が進む技術者の加工技術を後継者に伝え残 すためにノウハウ(知 的資産)を 分

析 ・蓄積 し、各 々の加工技術を教材データ としてインターネ ッ ト上で習得するための シ

ステムを構築 した。システ ムを利用することによ り、動画 ・音声 ・電子掲示板な どを使

用 して、24時 間いつで も必要な加工技術 を学べる仕組み を構築 した。

同時に、地域産業 におけ る技術的能力をインターネ ヅ ト上で公開 し、地場産業の活性

化 を図るため、キーワー ドによる検索システムを使用 した。

(1)加 工技術 ノウハ ウ継承データベースコンテンツの作成

板金加工、旋盤加工、溶接加工技術など

(2)コ ンテ ンヅ提供サーバのシステム構築

(3)加 工技術 ノ ウハ ウ継承データベース資料の作成
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9.2実 施内容

9.2.1実 施 ス ケ ジ ュー ル

当事業 の実施 は 、表9-1に 示 すス ケ ジ ュー ルで 実施 した。

表9-1実 施 ス ケ ジ ュー ル

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体企画 )

コ ン テ ン ツ作

成

板金加工 レ

旋盤加工

溶接加工 一

提 供 サーバ 構

築
レ

加 工 技術 資料

の作成
レ

9.2.2実 施体制

全体的なコーデ ィネー トを弊社開発 リーダーが行った。学術的指導 と現状分析の協力

を下記の法人および団体 にお願 い した。

(1)協 力体制

新居浜機械産業協同組合(※ 下記に協力企業一覧を付す)

国立新居浜工業高等専門学校

愛媛県立新居浜高等技術専門学校

財団法人 東予産業創造センター
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表9-2協 力企業一覧

(株)愛新鉄工所 (株)田 口工業所 (株)広栄機械製作所 萩尾機械工業(株)
青木工業(株) (有)田窪鉄工所 (株)鴻上産業鐵工所 萩尾高圧容器(株)
(有)青木精機 (株)多喜浜工業所 (株)宏郷 (株)萩尾鉄工所
青木電機 (株)多喜浜鉄工所 (株)合 田鉄 工所 (有)橋本電機商会
(株)インキュ21 (有)大御ステンレス (有)近藤金物製作所 瞳スチール ワークス(株)

(有)伊藤精工所 大八工業(株) (株)近藤機工 冨士工業所(有)
(株)伊藤鐵工所 (有)高橋菊組 (有)近藤工業所 深力興業(有)
伊予興業(株) (株)高橋工作所 (株)近藤工作所 (株)福 田工業

(有)飯尾鐵 工 (株)高橋鐵工所 (株)近文 (株)藤田鉄工所
(株)飯尾電機 (有)高橋電機製作所 (株)佐々木鉄工所 (有)松川 工業
(有)泉化成工業所 (株)中央動力 (株)斎藤溶断 (株)松川鉄工所
(有)稲見工作所 (株)続木鉄工所 三光機械工業(株) (株)三 宅工業
永豊機械(株) 土岐機械工業(株) (株)塩見工務店 (株)三好鉄工所
(株)小野鐵工所 (有)東新工業 (株)東雲精工 (株)村上工業所
尾部工業(株) (株)東新製作所 篠原鉄工(株) (有)村上製作所
(株)大石工作所 東洋精機工業(株) (有)白浜 鉄工所 (有)柳原鉄工所
(有)川 中工事 南海工業(株) 親和工業(株) 山内工業(株)
協進工業(株) (株)西岡鉄工所 鈴木工業(株) (有)山 中鉄 工所
協立建設工業(株) (株)ネツレン (株)曽我部鐵工所 ユースエンジニアリング(株)

(株)クシベウィンテック (有)信岡鉄工所 (有)曽我部製作所 (有)横山電機工業所
(株)コス21 登尾鉄工(株) (株)タステム 吉田塗装工業(株)

(2)各 工程 プロジェク トチーム

コンテ ンツ作成チーム

サーバ構築チーム

資料作成 チーム

9.2.3デ ータ項 目および利用 イメージ

提供データベースは、以下のデー タを取材、作成 の対象 とした。

(1)企 業 デ ー タ ベ ー ス項 目

表9-3企 業 デ ー タ項 目

No. 項 目名

1 事業所名

2 代表者名

3 郵便番号

4 所在地

5 電話番号

6 FAX

7 創業

8 資本金

9 従業員数

10 業務内容
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(2)加 工技術データベース項 目

表9-4企 業データ項 目

No. 項 目名

1 加工技術名

2 動画 ファイル

3 説 明テキス ト

(3)利 用イ メー ジ

利 用 者 は、 イ ンター ネ ッ トに接 続 した後 、 ブ ラウザ ー を用 い て下 記 のURLに 接 続 す

るこ とに よ り、 本デ ー タベ ース を使 用 す るこ とが可 能 とな る。

URLhttp:〃www.shikoku.ne.jplkikaidb/index.html

加 工 技術 ノウハ ウ利用 者 は トップペ ー ジイ ンデ ックス か ら検 索 または 、加 工技 術 イ ン

デ ヅクス に移 動 す る こ とに よ り、 目的 の加工 技 術 に到 達 す るこ とがで きる。 また企業 情

報利 用 者 は、 トップペー ジイ ンデ ックスか ら検 索 また は、 企業 イ ンデ ヅクスに移 動 す る

こ とに よ り、 目的 の企業 に到達 す る こ とが で きる。

利用イ メージは下記の図の ようになる。

加工技術紹介インデ ヅクス

加工技術

動画 コンテ ンツ

企業インデ ックス

各企業紹介

検索結果表示

図9-1利 用 イ メー ジ
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(4)ト ヅプページ

ブラウザを立ち上げ下記の ファイルにアクセスする。一
'蓑

傷

http.ノ!ノ1…shikekuneJP/klkadbノ

籍麟濃霧機㌶羅耀に篭 ㌢悉

施工綾織凄敷ハウ継襟

ジ ー・タ 鞭 』捧

、、 、lt

愛媛県新居浜市には、全国有数の機械工業を中心とした地場産
業があり、新居浜機械産業協同組合を中心にインターネットを活用
して情報発信など、地域に密着した活動を行っています。

このたび、現在i保有する加工技術ノウハウのデータベース構築を

行い×技術の継承を総合的 に支援し、従業員の高齢化問題や後継
者問題を解決する一助となるとともに、新居浜市の機械産業の高い

加工技術ノウハウをインターネットにより広く世界に発信し、市場の

.敬:ミ

図9-2ト ップペ ー ジ
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前出のURLに アクセスす ると、加工技術 ノウハ ウ継承データベースの トヅプページ

が表示される。

・利用方法1

<加 工技術INDEX>と く各企業紹介〉に各 コンテ ンヅが リンクされている。

・利用方法2

任意のキーワー ドによ り検索が可能

検索のプログラムはPerlに よるCGIを 利用 した。

(5)検 索

URL・ 〃 ・hikrn⑳k'ノ にア クセ スす るこ とによ り下記 の

ような画面が現れる。

この画面か ら各コンテ ンツ、加工技術INDEXお よび各企業紹介のインデ ヅクスに到

達することができる。

さらに、キーワー ドによる検索がで きるので、たとえば目的 とする加工 を溶接 とい う

キーワー ドを入力 し、

裳・小文

全ての語を含む

全互

図9-3検 索画面

検索 を行ずれば、(図9-4)の ような結果を得 るこ とができる。
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■ キ ー ワ ー ド 溶 接

■ 該 当 件 数11件(all .sc。re21)

然 瀬 文字国別 …=:.・する{劔 ない・・

鯨 珊 三.獲 ζ簸
8卯 ρσ帰eゴ 白γ話 絢σwづ σ

[1]製 缶

score;6,.!kミぬノ泣ikるr….httr:1

製缶 製缶・非鉄金属(田 口工業所)昭 和●年、住友化学プラント設備建設の為、アルミ溶接職人として大阪の 建

設葉者より派 遣された田口●●が、田口溶接所として新居浜市に創案。昭和26年 に⑭ 田口工業所として法人化。 軽

金属加工(ア ルミ加工)以 前 ま船の 上部構造、操舵室の 請

し～]配 管 加 工 溶 接 フランジ 付 け

score:2..ノk3}くoノ ド、△∨e2竺.}":1三1

配 管 加 工 溶 接 フランジ 付け 配 管 加 工溶 接 フランジ 付け

[3]ミ グ 溶 接

score:2,.!kき ぬ/t、、愈還S3.内mi

ミグ 言容接 ミグ 言容接

[4]ア ル ミ溶 接1

score:2..ノk3kO/商 的e24.}≒1::1=1

ア ル ミ溶 接1ア ル ミ溶 接1

[5]ア ル ミ溶 接2

score:2,.!k忍oノ 龍ハo∨e3,ht川

ア ル ミ溶 接2ア ルミ溶 接2

.[6]平 削 り盤 、形 削 り盤 、立 て 削 じ盤

(図9-4検 索結果)

利用者は、 目的の項 目をあ る程度 この検索 によ り把握するこ とがで きる。利用者の 目

的の項 目をク リックすることにより閲覧 しようとするコンテ ンヅに行 き着 くこ とがで き

る。

(6)加 工技術INDEX

前述の トップページか らく加工技術INDEX>を ク リヅクすると次の ようになる。
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海 霧蕪 嚥震.'
'ゾ'タ

慈 鷲iiii藷ii霧ii:猫額
'7夢 … ご

擬 籔 加 工 基 礎'i…
愛媛県立新居浜高等技術専門学校協力'

第2章

2-1旋 盤

2-22≡ 呈

2-3包 盤

2-4圭 型 盤

2-5平 削 り盤,形 削り盤,立 て削り盤

零歳⑳糎勘 目工⑳流れ

輌蹴 礫 協融合協力

第5章 製膏.

5-1溶 接

5-2ド リ リ ン づ'

5二 『t

6-1ポ ー リ ン グ

田口工業所k

6-2ツ ー ル

尾部工業
2-6歯 辿 盤

3-1醐 盤

6-3幽

6-4組 立二亘薩

第4章He工 作穣械7-1プ ラノミラ

4-1=7-2マ シニングセンタ 、き …i…

4-2NC工 作撰械の種類7-3重 三」と盤

4-2-1『7-4立 て型プ ラノ ≒ラ

青木精機 口

4-2-2マ シニ ングセ ンタ7-5四 産2註
iiiii藷…

4-2-3レ ーザー加工機7-6魍

8」
4-2-4`圭7-7違

o'

漂 虻 駒 、紡 イ"㌘ 仏21▲こ搬7-8出 亘
治イ ツヴ タイ,ち ・ム ー ピξ一て レイ ヤ ー激 び

書 プ 琴づ 学用燈 で 箏ヅ ・イーノが必要 鯛 ・・。 第8童 曇鰍 露 タ イ ワ
▲ii

図9-5加 工技術INDEX画 面
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このペー ジの構成は大 き く2つ に分類 される。

①機械加工基礎

②実際の機械加工

すなわち、① において基礎的な機械加工 の全般を習得 するこ とを目的と している。こ

こでは主にテキス トと画像を中心 とした流れであ る。新居浜における基礎的な機械加工

としては、切 削加工 と研削加工であ り、それ らを総合 して よ り効率的に加工 を進めるた

めにNC工 作機 が多 く用い られていることが取材 を通 して判明 した。取材 にあたって

は、 県立新居浜高等技術専門学校 に協力をいただいた。

NC工 作機 を取 り扱 うにあたっても基礎的な切 削加工や研削加工を十分に習得 して

お く必要がある。

② においては各事業所 が実際 に行ってい る、機械加工のコンテンツを収録 した。主

に加工の流れ と動画によるビジュアル面か らの習得 を目的 としている。

取材にあたっては、田 口工業所、尾部工業、青木精機、東新工業、タイワの各事業所

に協力をいただいた。

(7)企 業紹介

トップページのく企業紹 介 〉をク リヅクすることによ り、次のようなインデ ヅクスが現れ

る。

轟 端 吟 毒 メンバーx

鰹

舎

難

・

企 業紹介

難 智
1aspmEil

鞭2垂i2SiSUM

櫛'3Ctma

4童生魎

●5遜 ヒ幽

6-

●?一

●'8}

9=工

図9-6企 業紹介画面
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事業 内容による分類 と事業所名 を表 として表示 した。

各事業所名をク リヅクすることによ り、(図9-7)の ように事業所 の案内が表示さ

れる。

本事業の 目的の一つ と して、地域の事業所を広 くアピールすることによ り市場の拡大

を図るために連絡先を表記 した。

く㍗ 喬木工業雄武会社

事業所名

代表者名

郵便番号

所在地

電話番号

FAX

創崖

資本金

従葉員数

書 木 工 勲 株)

井 上 蔵 久

?92・0893

愛 媛 県 新 居 浜 市 多 喜 浜400-10

0θ9?十A6-e606

0897-46-0166

大 正12年4月1日

30,000,000円

107名(男98名 、 女9名)

ハ
轟

・

鮭 鱒

・

電機 その
計装 他

●

k

図9-7企 業概 要サ ンプルベー ジ

(8)加 工技術 の紹介

加工技術の紹介にはテキス ト、画像、動画(QuickTime(R))を 利用 した。下 に例 を

挙げる。
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図9-8テ キス トと画像による技術紹介

図9-9動 画による技術紹介

機械加工基礎を理解 した上で、現状の地場で行われている実際の加工技術の動画を用

いて紹介 した。
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動画 を表示 させ るためには、それぞれの ブラ ウザにQuickTime(R)の プラグイ ンをイ

ンス トールする必要があ る。そこで、インターネッ ト上か らダ ウンロー ドして利用する

ことが出来るようリンクを設け、利用者の便宜を図った。

9.2.4コ ンテ ンツ作 成

(1)取 材

各加工技術における代表的な企業 に取材依頼 し、デ ジタルビデオカメラによる動

画および音声の取材 を行った。

(使用機器:SONYDSR・PD100A)

(2)デ ジタルムー ビーの取 り込み

上記で収録 した動画お よび音声 をDVに て取 り込 んだ。

(使用機器:MacintoshG4400MHz)

(3)Web上 で利用可能なフォーマ ッ トへ の変換

Web上 で利用可能な フォーマ ットQuickTime(R)に 変換 した。Web上 で利用可

能 とは、利用者の接続速度やクライアン トPCに 依 存するところが大 きいが、 目安

としてひ とつの ファイルが1Mb～3Mbま でに収めた。

また、QuickTime(R)を 使 用 した他の ファイル形式 との優位性 の根拠 を下記に付

す。

・ファイル容量 に比べて動画の質が優 れている

・汎用的であ り、利用者のOSを 選ばない

・利用者が使用 しているであろうブラウザの ウィン ドウ上で再生が可能である。

などが挙げ られ ることか ら、優位性 がある と考えた。

(4)検 索システムの導入

本データーベース を新居浜地域以外か らア クセス し、仕事発注な どの 目的をもっ

て利用する場合を想定 し、キー ワー ドに よる検索 を可能 とした。

(5)企 業概要HTML作 成

新居浜地域の主な機械産業企業の業務内容 を大別すれば,製 缶、機械加工、配管、

電機計装、その他の5分 野に大別 されることが判明 し、各企業の紹介内容 に業務内

容を加 えた。
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9.2.5提 供 サ ー バ の構 築

本 デ ー タベ ース を稼 動 す るサーバ につ いて

サ ー バ 名lwww.shikoku.ne.jp

Webサ ーバ の種 類 とバ ー ジ ョ ン:Apache/1.3.11(Unix)

9.2.6提 供サ ーバのバ ックボ ーンの検証

現在、提供サーバが接続 されてい るバ ックボーンはOCNエ ンター プライズ6Mbで

あ る。提供サーバのイ ンターネ ッ ト上での位 置、即ちバ ヅクボー ンによってデータのス

ループ ッ トが十分でない場合、本サーバのサー ビスを受け られない可能性がある。そこ

で、転送速度の検証を行った。下記 にその概略図を付す。

図9-10提 供サーババ ックボーン概略図

検証に利用 したダイアルア ップは代表的な3社 のサー ビス と、弊社 のダイアルアップ

サー ビスである。ISDN64同 期接続 で各 々のダイアルア ヅプサー ビスに接続 し、転送

速度 を検証 した。

弊社 のダイアルア ップザー ビスで接続 した場合 と他の三者の相違は、前者がバ ックボ

ー ンを通過せずに直接ISDNを 通 ってデータが流れるのに対 して
、後者はバ ックボー

ンを通過 し、数種類のゲー トを通って利用者までデータが流れ るこ とである。
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結果、前者では、10～15Kbpsの 転送速度 に対 して、後者は3～10Kbpsで あ

った。時間帯 にも依存するが、利用 に支障はない と考えた。

9.2.7資 料 の作成

インターネ ヅ ト上で公開 されているコンテ ンツお よび、教材 としてのテキス トを作成

した。

(1)コ ンテ ンヅ

コ ン テ ン ヅ はCD・ROMに 収 録 し た 。 利 用 者 が 使 用 し て い る ブ ラ ウ ザ で

index.htmlな る ファイ ル を開 くとWeb上 で公 開 され て い る現 時 点(平 成12年3

月17日)で の コ ンテ ンツ を ロー カ ルで利 用 す る こ とが で き る。 ウ イン ドウズ ユー

ザ お よび マ ッキ ン トッシュユ ーザ の双 方 が利 用 で きる様 、ISO9660規 格 、Level2

にて作 成 した 。

(2)加 工技術テキス ト

加工技術テキス トを同時 に作成 した。Web上 で公 開されてい る現時点(平 成1

2年3月17日)で の内容をテキス ト化 し製本 した。

同時に、前述のCD-ROMにMicrosoftWordド キュメン トとして収録 した。

9.3実 施結果

本事業によ り、新居浜市機械産業における代表的加工技術 ノウハウをデジタル コンテ

ンツとして、保存することができたことは以下の内容か ら有意義である。

(1)後 継者育成

(2)新 規就業者の社 内研修 ・学生 などの未来 を託されたエ ンジニアの早期教育に

有用であ り、産学の結びつ きを促 す。

(3)加 工技術 ノウハ ウの継承のみな らず、地場の技術 をアピールすることによ り、

営業拡販 に有用である。

(4)本 事業 を通 して構築 された様 式のデータベースはあらゆる分野への応用 が可

能である。

一88一



9.4ま とめ と今後 の課題

インターネッ トが 日本 に上陸 して以来5年 を経過 した現在、その有用性はあ らゆる分

野で顕著にあ らわれてい る。初期 のインターネ ッ ト網は回線容量が小さ く、扱われるコ

ンテ ンヅはテキス トお よび低容量 の画像に限 られていた。 またイ ンターネ ッ ト利用者が

使用するアプ リケーシ ョンも限 られていた。

即 ち、 インターネ ッ トが実用性 を増進させ るための問題 として、① 回線の容量の問題

② アプ リケーシ ョンの問題 に集約 されると考え られていた。

2000年 である現在、インターネ ヅトは経済効果の最重要テーマ として確実な位置

を築いたことは明 白であ り、従 って、順次①の回線は拡大される とともに、②の問題に

関 しては多数 の開発者が しの ぎを削る状況 がすでにできあがったといえる。

本事業 において取 り組んだ動画のデータベース化は②の面では開発 された多 くのアプ

リケーシ ョンの中か らもっとも優位性の高い ものを選ぶ ことができた。 しか し、①の面

では ファイルの容量 を制限せざるを得ない ことか ら、十分な内容 を掲載することが困難

であったことは事実である。

しか し、インターネ ヅ トの回線は 日々増強される方向にあ り、技術面や普及 面におい

て発展 してい ることか ら、今後、 より大容量のコ ンテンツがインターネ ッ ト上 で公開さ

れることと、利用者が無理な くコ ンテ ンヅを使用 し、 日本的な規模で文化の発展 に寄与

することを切望 している。 一
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10.イ ンター ネ ッ トに よ る ラ ジオ ニ ュー ス 公 開 型 デ ー

タベ ー ス構 築

(株)山 梨放送





10.イ ンタ ー ネ ッ トに よ る ラ ジ オ ニ ュ ース 公 開型 デ ー タベ ー ス構 築

10.1事 業 の 概 要

山梨放送 ラジオは、月曜か ら金曜 までの毎 日、報道番組 「YBSラ ジオ/ニ ュースア ップ」

を放送 している。 この番組は同時録 音によりDAT媒 体で保存 されている。デ ジタル情報時代

を迎 え、番組放送 の 「オ ンエア」後 に、「オンライン」で リスナー に提供で きることが、課題

となっている。特に山梨県民の県外 ・海外での活動が広がって きた ことから、通信ネ ヅ トワー

クを通 じての 「県内ニュース」への聴取ニーズも高 まってきている。

当事業は、 このニュース音声を、世界標準の情報通信ネ ットワークであるイ ンターネッ トを

通 じて、地域放送局が低 コス トで世界各国の利用者の もとへ、時間 と空間を超 えて、オ ンデマ

ン ド配信できるシステムを構築 した。

構築事業では、番組開始か ら現在 まで4年 間分のニュース音声 とニュース記事原稿 を電子 フ

ァイル化 し、WWW(WorldWideWeb)サ ーバ内に蓄積する とともに、全文検索 システムによ

り、番組利用者が、インターネ ヅ トを通 じて、無償配布されている汎用 ブラウザ、音声再生ソ

フ トを用いて、蓄積 されたニュースの中か ら、任意の知 りたい情報 を瞬時に抽 出かつ聴取で き

るよ うに した。

検索によって抽出 したニュース音声は、インターネ ット上のス トリー ミング技術 により、利

用者が送 出要望 を出す と同時に再生を開始 し、聞きたいとき、聞きたい場所で、聞 きたいニュ

ース を自由に聞いてもらうことがで きるよ うにした
。

また、構築作業では、情報の蓄積作業 を簡便化、自動化 し、データベースの維持管理の手間、

コス トを可能 な限 り削減で きるよう検討 した。

この結果、コンピュー タ専門家ではない報道部員等現場担当者が、 自らニュース情報 を登録

更新 できる画期的なシステム とすることがで きた。

以上の事業 により、地域社会に先進的なオ ンライン ・デジタル コンテンヅをデイ リー に提供

で きるようにな り、高度情報社会に対応 した、地域放送局の新たな情報サー ビスの道 を開いた。
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10.2山 梨放送の イ ンターネ ッ ト事業 への取 り組み

山梨放送のインターネ ッ ト事業への取 り組みは、平成7年7月 、グループ会社である株式

会社 山梨 日日新 聞社(以 下山口)と 共同で、WEBサ ーバ を構築 し、www.sannichi-ybs.co.jpの

共 同 ドメイ ンにて、WEBペ ージによる情報発信を開始 した。当初か ら 「インターネ ッ トの特

性 を生か したWEB情 報 を」 との局内の討議によ り、テ レビ番組で使用 していた 「お天気カメ

ラ」映像 をインターネ ッ ト・サーバ に接続 した 「富士山ライブカメラ」サー ビスを実施 。他局

にはない、特色のある情報発信 を目指 して きた。特にラジオ番組では、スタジオの トー ク番組

の模様 をカメラ映像で、インターネ ッ トにライブ中継する、あるいは若者向けの音楽番組では、

スタジオのパー ソナ リテ ィと視聴者をイ ンターネ ットのチャ ッ トで結ぶな ど、メデ ィア ミック

スを試みている。

さ らに、平成12年2月1日 か ら、ybsne.jpド メイ ンによるWEBサ イ トを公開、近い将

来 の放送デジタル化時代 における 「デジタルコンテ ンヅ ・プロバイダ」の足がか りを構築 した。

…

月～ 金 夕 方6・00～

.蘇 己 早ぐ山 難 伝える・

上履 が
甲府/765KHz富 士 吉 田/1062KHz

ぶ

灘 このベージのニュースは 【

顧 糎 ⑳ ●冊8時 ～のニュース

でリアルタイム再生されます

鱗 国の指定文化財1こ県内の2建 物

聯 韮崎市で労災死亡事故

鰭 富士吉田市でw杯 サッカーのコンベンション講演会

戦 スポーツ推進県民大会

轡 農林高校生が庭づくりのボランティア

i鐵"… … … … … …'… … 欝 羅'… 　 …'〔 … 貼…'"… …… … … …'… …
'ぴ

図10-1山 梨放 送 ニ ュー スア ヅプ ・ホー ムペ ー ジ(サ ンプル画 面)
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10.3実 施 体 制

本事業 の実施は、YBS「 ニュースアップ」ライブラ リー システム整備推進委員会が担 当 し

た。 同委員会 は報道本部報道局長が委員長を務めた。構成は、ラテ業務部、編成部、報道部、

ライブラ リー部、インター ネッ ト事業部である。システム全般 の開発に当た っては、株 式会社

山梨文化会館 ニューメデ ィアセ ンターに委託 した。

10.4実 施事業 の内容

当事業では、山梨放送が報道番組 「ニュースアップ」の放送 を開始 した平成8年4月1日 か

ら現在 までのニュース音声(約1000本)を デジタル ・ファイルに変換 し、同時に記者が作成

したニュース原稿をWWW用 のHTML形 式にて フォーマ ッ トし、原稿に対応するニュース音

声 とリンクさせた うえで、WEBサ ーバ にて公開するシステムを構築 した。その内容は以下で

ある。

10.4.1WEBサ ー ビス と全文検 索システム

当事業 では、コ ンピュー タの専門家ではない、報道部部員がデータベース構築 を進めること

にな り、新たに人員の手配 も予算的な手配も困難な状況であった。一方で、今回の情報サー ビ

スはイ ンターネ ッ トで実験的に無償公 開 し、遠隔地か らオ ンラインで検索利用で きるこ とが必

要であった。

このため、書誌データや キーワー ドの付加など面倒 な作業 を全 く必要 とせず、記者が作成 し

たニュース原稿をテキス トファイルのまま蓄積できて、かつ必要な情報が的確 に取 り出せる、

新 しいタイプのデータベース ・システムを検討するこ ととした。

具体的 には、毎 日のニュース ・テキス ト原稿 をすべてインター ネッ トのWWWブ ラウザで閲

覧で きるHTMLフ ァイル としてサーバに蓄積。 これ らHTML文 書集合体の個別 ファイル に

直接 アクセス して、効率 よ く検索できるオンラインネッ トワーク対応 の全文検索エ ンジン ・シ

ステムを採用することと した。

具体的なソフ トウェア と して、 日本電気のJTOPICInternetServerを 採用 して、 システム

の構築 を行 った。

10.4.2オ ンデ マ ン ド ・ニ ュース音声配信 システム

当事業 では、オ ンエアされ たニュース音声をデジタル保存 し、インターネ ットのオ ンライ ン

経 由で、かつ利用者の聞 きたい ときに提供するオンデマン ド配信の試行を目指 した。

イ ンターネ ットのオ ンデ マン ド配信 システムの検討 に当たっては、 ラジオ ・カセ ッ トの よう

に、パ ソコン画面の再生ボ タンをク リックしたら、直ちに音声が提供 されるインターネ ヅト ・

ス トリー ミング技術を検討 した。
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ス ト リー ミング 技 術 の 分 野 で は 、 い くつ か の 企 業 が 技 術 を 競 って い る が 、 そ の な か で

RealNetworks社 のReal方 式 が、 普及 率 が高 い こ とな どか ら、 当事業 で の採 用 を決 め た。

10.5シ ス テ ム構 成

当事業 で は、 まずデー タ検 索 サ ーバ 、 音声 配信 サ ーバ に つい て、 維 持管 理 が容 易で あ る、 ま

た対応 ア プ リケー シ ョ ンが 安価 に容 易 に入手 で き るな どの理 由 によ り、WindowsNTを プ ラ ッ

トフ ォー ム と し、 両サー バ機 能 を兼 用 させ る こ とと した。 またJrOPICInternetServerを 全 文

検 索 エ ンジ ンと し、音声 配 信 シス テ ム と してRealServerG2を 用 い て開 発 を行 っ た。

10.5.1ハ ー ドウェ ア構 成

デー タベ ース構 築用 サー バ の構成 は 、以 下の通 り。

(1)検 索 ・音 声 配 信 サ ー バ 及 びOS

・PentiumIIIプ ロ セ ッ サ ー(500MHz)×1
、128MBメ モ リ 、12GBハ ー ドデ ィ ス ク 、

MicrosoftWindowsNTServer4.0

(2)音 声 エ ン コ ー ダ 用 端 末 パ ソ コ ン

・PentiumIIIプ ロ セ ヅ サ ー600MHz、128MBメ モ リ 、27GBハ ー ドデ ィ ス ク 、CD・RW、

MicrosoftWindows98

10.5.2ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

・検 索 エ ン ジ ン 「cJTOPICInternetServer」

・音 声 配 信 サ ー バ 「RealServerG2」25ス ト リー ム 版

・イ ン タ ー ネ ッ ト ・ブ ラ ウ ザ 「InternetExplorer5」

・デ ジ タ ル 音 声 レ コ ー ダ ー 「ウ ェ ー ブ ハ ン タ ー 」

・ス ト リ ー ム 再 生 ソ フ ト 「RealPlayerG2」

・開 発 言 語 「Perlvesion5 .003」
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図10-2シ ス テム構成

10.6シ ステ ム の 基 本 的 な 流 れ

当システムは、WWWを ベース とした(1)ラ ジオニュース ・テキス トのHTML、 ニュー

ス音声 ファイル登録、(2)HTMLフ ァイルを対象 とした全文検索システム、(3)HTML

ファイルに リンクされた ニュース音声のオ ンライン配信システムの3つ の システムで構成 され

る。

10.6.1ニ ューステキ ス トの登録

山梨放送報道部では、原稿作成のツール と して、日本テ レビ放送網の共通 システムである「N

NNニ ュース情報システム」(略 称H3500)を 使用 している。このシステ ムは、WindowsNT

サーバによるクライア ン ト/サ ーバ システムであ り、ニュース原稿制作 と同時にサーバ 内にニ

ュースライブラ リー を構 築 している。

毎 日のテ レビ ・ラジオ を合計 した地域ニュース原稿記事作成量は、70本 か ら80本 である。

個 々の記事の分量は、短 いもので200～300文 字。企画記事で1000文 字 くらいの分量

とな る。テキス トファイル として、およそ毎 日130Kバ イ トほどのデー タ量 となる。

今回山梨放送が構築 したインターネッ ト公開型ニ ュースデータベースは、以上のなかで、毎

日午後6時 ～6時15分 に放送す る報道番組 「ニュースア ップ」で放送されたニュース を採録

している。番組で放送 され るニュースは毎 日10本 か ら15本 程度である。
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今回のデータベース事業でWEBサ ーバ に採録 したニュースア ップ原稿は、全体量で約6000

本である。

10.6.1.1ニ ュース テキス トの登録作業

ニュース ・テキス ト原稿の登録作業 は、大 き くわけて、次の2つ の処理を行 う。

(1)記 事ヘ ッ ドライン入力

番組 「ニュースア ップ」で放送 されたテ キス ト原稿についてブラウザ画面の専用入

力 フォームで、ニ ュースヘ ッ ドラインを作成。WEBサ ーバ に登録。記事ヘ ッ ドラ

インは、「ニュースアップホームページ」 の トップ画面で、当 日に放送された主要

ニュースの見出 しとして、表示 されるものであ る。

(2)検 索用記事本文登録

番組 「ニュースア ップ」で放送 されたテキス ト原稿全文をブラウザ画面の専用入力

フォームによ り、記事全文をWEBサ ーバに登録する。全文登録フォームの機能は、

「記事ヘ ッドライン入力フォーム」にて生成されたHTMLフ ァイルに、CGIに

よ り自動的に本文が追加 され るよう設計 された。
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◇

⇔

◇
■ニュース原稿管理

システムへ登録

■ニュース原稿制作

■ニ ュース情報システム

H3500へ 送信

■総合 デスクの

編集 ・整理

H3500

■ヘ ヅドライ ン

登録

■ニュース放送ラ イ ブラ リー室

DBマ ス ター

◇ 一 一 一

⇔
イ ンター ネ ッ トWEBサ ーバ

図10-3ニ ュース原稿 登録 の流 れ
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10.6.2音 声デ ジタル変換 ・登録

インターネ ヅトのオンデマ ンド放送のため、 これまでDATに 録音 されてい た同録音

声をス トリー ミング用ファイルに変換すると同時に、新規 には、放送送 出卓 のLine

Out端 子に音声デ ジタル変換用のパソコンをケーブル接続 し、2段 階のステ ヅプで、

インターネッ ト配信用のス トリー ミング音声を生成 する。WAV音 声 を中間素材 として、

生成 する理 由は、近い将来の放送デジタル時代 において、放送素材 と して、活用す るた

めである。

ス トリーム音声のデ ジタイズ変換 は、ダイヤルア ヅプ電話接続のユーザーが まだ多数

を占める現状 を考慮 し、28.8K電 話回線でのス トリー ミング ・レベル に調整 した。 ファ

イル容量はニ ュースア ヅプ1日 約1.8Mbytes。 バ ックア ヅプのため、定期 的 にMOに

コピーを保存する。

音声配信サーバのHDDは 、12Gbytesの 容 量があるので、当面10年 間は運用で

きる計算である。

10.6.3全 文検索 システムの構築

山梨放送ニュース ・デー タベースの全文検索 システムは、大 きく分けると、報道記者

が作成 したニュース ・テキス トについて、イ ンデ ックスを作成する(イ ンデクシング と

いう)「 イ ンデ クサ」部分、 インデ クシングで生成 され たイ ンデックス ・デー タに対 し

て、利用者の要 求によ り実際に検索を行 う 「サーチエ ンジン」 と呼ばれる部分の2つ の

機能で構成 される。

当事業の全文検索 システムでは、イ ンデクサ によ り実際の検索のためにニュース原稿

本文(母 集団)か らコレクションという 「メタデー タ(2次 資料)」 を構築 した。コ レ

クションは、記事検索用 に最適化 されたイ ンデ ヅクス、 ファイルの位置、テ キス ト記事

に関連するフィール ド情報などのセ ッ トである。

以上のテキス ト処理によ り、ニューステキス ト検索 システ ムには、ヘ ッ ドラインとニ

ュース原稿全文が格納 されているが、ユーザの検索要求 に対 して、検索エ ンジ ンは、 イ

ンデ ックスか らヘ ッ ドラインのみを抽出 して、HTML文 書 に自動生成。ユーザに検索

結果を返す。

10.6.4検 索手法

当事業では、ユーザがサーチエンジンに何 を捜すかを知 らせる検索 ・照会作業 につい

て、ユーザが知 りたい内容を単一ワー ド(単 語)と して、検索 フォームに入 力 して もら

い、コレクションのなかか ら、関連 ドキュメ ン トを見つけだす全文検索エ ンジ ンの方式

を採用 し、単語検索法 と日付指定検索法の2手 法 を構築 した。

当事業では、ユーザのための検索 インター フェースには、CGIを 使用 した。CGI

による検索インター フェースが有利 な点は、ユーザが汎用的なWEBブ ラウザ を持 って
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い れ ば、 イ ン ターネ ヅ ト端 末 のOSの 種 類 を問 わ ない プラ ッ トフォー ム ・フ リー なサ ー

ビス が可能 にな るか らで あ る。

1一

処理対 象

ドキ ュメ ン ト

↓
全文検索システム

④‡①

ユ

ー

ザ

②

⇔
③

検索 エ ンジン

①ユーザから検索エンジンへ検索要求②コレクションに照会③結果を返す

④ユーザに検索結果を返す⑤ユーザが必要文書を選択⑥必要分書を送信

図10-4全 文検索システムの構造
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ほ6081文 書 中671文 書 が 選 択され ました 。

10文 書を表示します。

タイトル

春の関東高校野球大会で山梨の市川は決勝戦で惜しくも敗れ、初優勝なら

互
1999年(平 成11年)5月18日 火曜 日

山 梨リニア実 験線の 一 般区間 建設が 先 送りされ ている問題で県は沿 線4町 村

担 当者 会議開く。
1999年(平 成11年)5月 佃 日 火曜日

2001年 に開催され る山 梨珠季 国体。県の 実行委 昌会がきょう発足、開会式 は

富士吉田のセイコオーパル に決定。
1999年(平 成11年)5月17日 月曜日

所得 税が1000万 円以 上の 高額納税 者。山梨 県内の 公 示者は7年 連 続で減少 。
1999年(平 成11年)5月17日 月曜日

山 梨県高校 総合 体育 大会が 開幕。小瀬スポーツ公園で開会 式が 開かれる。
1999年(平 成11年)5月13日 木曜 日

山 梨県社 会福祉協議 会が、軽 自動車を改 造した 「車 椅子 車両」を導 入し、きょう

から無料で貸し出し始める。
1999年(平 成11年)5月12日 水曜 日

臓器提 供施設の 山梨県 立 中央 病院は今 月21日 に模擬移 植訓 練を実 施。
1999年(平 成11年)5月12日 水曜日

山梨リニア実験 線の 未 着工区 間 「一般区 間」の 建設問題で天野知 事は改 めて

全線の実現を国に求める方針示す。
1999年(平 成11年)5月12日 水曜日

山梨リニア実験線の 一般 区間建設 問題で国とJR側 は改めて 「一般区 間の 建
s、 ・ 、 ÷ 、s、 ・ 、 、 、 、 ～ ミ 迫 濃

、

)

、 ～ 、z'、 、ぶ ～
、 、 … 、ミ_、 、 こ・ふ`」

図10-5 ユーザの要求 に対する リザル トリス ト画面。

下線部をク リックすることにより音声ス トリームが送信 される。
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10.7本 事 業 の イ ン タ ー ネ ッ ト公 開 用URL

本事 業 で 開発 した 「イ ンターネ ヅ トに よ るラ ジオ公 開型 デー タベ ー ス 」 のURLは 以

下 で あ る。

http:〃newsup.ybs.ne.jp

10.8開 発 した シ ステ ム へ の 評 価

(1)情 報教育 におけ る地域デ ジタル教材の役割 』

山梨放送には県内外か ら、 ニュース情報のオンライ ン提供の要望が寄せ られてい

る。特 に学校教 育関係者などによ り、「ニュースア ップ」検索 システムのテス ト稼

働 を試聴 しても らった ところ、「全文検索エ ンジンによ り、 自分の調べたい情報を

自由なキーワー ドで簡便 に検索可能 な点が、子供たちの調べ学 習に有意義に使 え

る」 との評価 をいただいた。

(2)地 域放送局の国際放送の可能性 を開 く

今回、開発 したシステムは、インターネ ッ トを経 由 し、汎用WEBブ ラウザ上で

検索 ・聴取するため、地域ニュースが世界 中で利用可能 となった。 このため、イ ン

ターネ ッ トによるローカル情報の提供は、国際的な情報サー ビス として も重要な役

割 を果たすもの と期待 される。

(3)簡 単なデータ登録 システムの実現

本事業では、 ブラウザをベース とした簡単なデー タ登録 フォー ムによ り、毎 日の

ニュースデー タ更新 を、コンピュータの専門知識のない報道現場担 当者でも行える

よう工夫 した。 この結果、実際に報道部員が毎 日の業務のなかで、無理な く、デー

タ入力を担 当す る体制づ くりがで きた。

10.9問 題 点 と今 後 の課 題

(1)ニ ューステキス ト原稿 の公開

今 回公開 したニュースデー タベースでは、 キーワー ド検索の素材 として、ニュー

ステキス ト全文を素材 として、サーバ に格納 した。 しか しなが ら、実際にユーザが

ブラウザの画面上で読む ことができるのは、ヘ ヅ ドラインだけと した。 しか し、デ

ー タベースとしての有用性は、 テキス トと音声が両方 とも公開 され ることで意義 も

深 まると思われ、今後データベースの改善の課題 としている。

(2)テ レビ報道番組 との連携

今回山梨放送が構築 したス トリー ミング ・システムでは、音声 ばか りでな く、映

像 も配信で きる仕様 となっている。今後 の放送のデ ジタル化 を考 えると、ラジオ音

声、テ レビ映像は、デ ジタル情報 となれば、区別は付 かな くな り、統合 されてい く

方向にある。今後 の公開型デー タベース取 り組みの課題 と している。
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※参考資料

郵政省 「地上デジタル放送懇談会報告書」、日本民間放送連盟研究所 「デジタル時代

の民放経営」、馬場肇著 「日本語全文検索システムの構築と活用」
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